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校

音威子府村は馬鈴薯の名産地であることか ら、

その葉の形を描き、三方に配 してあらゆる方面に

発展 してゆ くという意味をもたせた。

なかの文字は、音威子府の「音」の字を外側に

書き、そのなかに「高」の文字を配 した。
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25.1 1 北海道名寄農業高等学校音威子ri.l分校として認可され ,

音威 F府中学校に設置
25 510 開枝式挙行
2510.1 北海i直 名寄農業高等学1交 より北海道名lf高等学校に移構

北海道名寄高等学校 ii 17A子府分枝と改称

H.3.6 11議 会において、女F寮増築可決
l1 1.l Jヒ海道おといねっふ美flT I芸 高等学校へ校名変更
11 818 女千寮増築落成
H_10:12 第231ni木 の手づくり腱

"口

催        [IL申 晃～H]
15 1.1 工芸コース 美術コースのコースIll選1ltを導入
15.10.11 第24fLl本 の手づくり展開催        [IL幌 ～13]

16 210 第53口 全国高等学十えスキー大会 総合優勝
16 628 第 1回 [1'|1合 同庁舎生徒作研!展       [～ 7 9]
16 924 第25回 本の手づくり展F‖ 催         [ILl院 ～26]

16.1016 議威子府村100周 11記念式典
16H.5 産業教育ラェァ             [IL幌 ヽ 7]

17.2 9 第ら1回 全国高等学校スキー大会 総 F)優 勝 2連朝
17 6.27 第 2「1上川合同庁合生徒ll‐ lln眠      [～ 7 8]
1710.17 第26日 本

“

)手づくり展聞催        [本 L幌～19]

18 626 第3回上川合同庁舎生徒作品展      [ヽ 7 7]
]8.S.H 第27回本の手づくり展開催        [IL幌 ～16]

lS 10 1 学校評議員会設置
19 222 L川管内教育実践表彰を受賞
19 1 1 111立教育政策研究所教育課程研究指定校「美術 1」

19 518 高大連携事業調日l式 (北海i童 東海大学)

19.6 5 北海道教育大学岩見沢校とl12ジオラマ共同制作 [～ 8]

19.625 第■回イくの手づくり展旭川開催 [11り |1合同庁合ヽ 7.6]
19 918 高太連携教 i3‐ としてデザインスクールを実施
191015 国際Jjl解教育
1,1019 美術 li芸教育実践研究発表会
19.H.5 ,12S回本の手づくり展卜L幌開催      [i重庁～ 7]

20 517 国際理解教育
20 6.30 第 5暉 l木の手づくり展旭川開11[上り|1合同庁合～ 711]
20.7 1 アジアフリントア ドベンチャーにて壁画11作
20 8,H 第

"回
木の手づくり展札幌開催      [道 庁～13]

2010H 国際理解教育 [レ クサンド高校より留学生2名 受入～23]

20.1015 スウ`ェーデン レクサンド高校との姉妹校提携調印式
21.2.16 北海道教育実践表章夕を受賞
21 1 1 日立教育政策研究所教育課程研究指定校「工芸 I」

21.621 第6国 本の手づくり展旭川開催 [上川合同■・舎,7 7]
21 8.l 情報機器42台導入
21 8.10 第30回木υ)手づくり展IL幌 開催      [道 庁～12]

21 926 1■ 際理解教育 [レ クサンド高校へ生徒3名 派遣～10/7]
21 H I「Fl際理解教育 [レ クサンド高校より留学生2名 受入～13]

22 331 女子寮増築落成
22 5 1 国際理解教育  [レ クサンド高校へ生徒2名 派遣～15]

22 625 第 7口本の手づくり展旭川開催 [上川合同庁合～ 7 91
22 8 9 第31回本の手づくり展札幌開催      [道 庁～H]
22H18 1■ 際JJl解教育 [レ クサンド高校よ|,留学生2名 受入～27]

23 621 第8日 本の手づくり展旭川開催 [上 III合 向庁合～ 7 7]
23.8 8 第32FHl本 の手づくり展札幌開催      [道 庁～10]

23 9H 国際理解教育  [レ・クサンド高校へ生徒 2名派遣～22]

231020 国際理解教育 [レ クサンド高校より留学
/1‐ 2名 受入～26]

21 128 本′)手 づくり展東京開催        [‖ 〔京～301

21.5 7 1■l際理解教育  [レ クサンド高校へ生徒3名 派遣～191

21:6 8 第9回 本の手づくり展旭川開催  [Jlり 11合 1司 庁合～22]
21.813 第33日本の手づくり展札幌開催      [道 庁～15]

21.l121 1ヨ際理解教育 :レ クサンド高校より留学412名受入～26]

25 1.1 国セ教育政策研究所教育課程研究指定校「工芸 I」

25 6.7 第10「l本の手づくり展旭川開催  [上 川合同庁舎～21]

25 8 5 第34回 本の手づくり展本L幌開催       [道 庁～7]

25.916 国際理解教育  [レ クサンド高校ィヽ生徒 3名 派遣～27]
2510.20 国際理解教育 [レ クサンド高校より留学生2名 受入 2ヽ6]

25.10.22 高大連携事業J.5印式 (東海大学国際文化学部)

26 328 女子寮増集落成
26.613 第H口木の手づくり展旭川開催  [上 川合同庁合～27]

26 8.4 第35回木′)手づくり展札幌開催       [道 庁～6]

26.9.15 国際理解教育  [レ クサンド高校へ生徒3名 派遣～26]
26H 9 国際理解教育 [レ クサンド高校より留学生2名 受入～15]

27.21o 第61回全国高等学校スキ,大会 総合優勝 [秋 田]

27 612 第12回 本の手づくり展旭川開催[デザインギャラリー～14]

?7.8 3 第36日本の手づくり展|し幌開催       [道 庁～5]

27 813 チセネシリ寮男子寮一部改修
27 831 情報機器43台入れ替え
27 915 国際理解教育  [レ クサンド高校へ生徒3名派遣～26]

2710.18 国際理解教育[レ クサンド高校より留学生2名受入～25]

:ま |::: 会饗言薯薬
り展特別展開催   [オL幌かで

,27～
24]

28 2 8 第65rp■ 全国高等学校スキー大会 総合優勝 2連覇

本校合 (9075!f)竣 工

本校合 (251()nf)また[

i道 教委 :キ 示26号 を以て独立認可,北海1■ 音威 F‐ lr・l高 等学校
と称す

本佼合2階 (72 6nf)増 築竣工
北海i重 IL幌南高等学校通信教育詢;委嘱校となる
定時制課程第一種高等学校に認 ll「

北海道IL申晃南高等学校j饉 信教育部地方協力校となる
本校舎2階 (iS1 5■ デ)お ょび玄関増築落成
倉1立 10周 年記念7FL賀 式典(PTAよ リグランドヒアノ寄贈)

[業 科日を採択,自 動車 11の授業始める
工業実習室並び|=公 務補室竣 L
自動車練習場設置

「
1校 舎2階建 (1,313nf)落 成

屋|1休 育館 (735 ni)落成
綸J立201司 年記念祝賀式典
自動車一般のキ

=業
をやめる

高校振興調 Ff委員会巧

`足芸術として11芸 ,職業科日としてインテリア実習を採択
Il業実習室′)改 i童 によるインテリア実習室竣 :li

インテリア実習室崚 littFnl

「二芸クラブ・インテリア教撃・1也 名 lll査 部」σ)地域文化
のイ

`展

に寄′チした活動により「北海道知1事賞」を受賞
寄宿合 (チセネシリ寮)落成,人事式挙行
第 1日 本の手づくり展 (本 ]l展示会)開 催 [名寄～ 9]

11ゞ430日 午記念式典挙行
第2回 本の手づくり展開催 [旭川 H ll～ 19]

[lL幌  12 1～ 9,H～ 15][名 寄 56 1121～ 21]

寄宿舎 (チセネシリ寮)全館落成,121ノ、1又 容
「第4回北海道青少年子1学 文化振興賞」を受tt

第 3回 木の手づくり展 (木材工芸展)開 催 [名寄～17]

第■日本の手づくり展開催
第5回 1く の手づくり展開催

[名 寄～ 6]

[旭
jll l卜 H～ 16]

:[名 寄 1119｀ 23][IL幌  59‐ 118～ 31]

5812 9 付立全日制課程・ [芸に関する学科, 二芸科 転ヽ換認 l・ I

59 1 1 同 ll`さ 足 (1問 口,t員 15名 )

60 121 ■6回 木′,手 づくり展開催       [名 寄～26]

6012.20 1析 校舎 (第 1期 工事)完成
61 1.10 第 7同 なの手づくり展開催        [ホ L中兄～17]

6110.25 新校合ll芸棟 (第 Ⅱ期工事)完成,落成記念式口t
6= 310 企‖市111芸科第 1回 事業式
62 3 31  定‖十‖i」 課程問課
63 ]7 第 8卜 1木 υ)手づくり展開催        [小 L幌～13]

63.」
=ぅ
 上川管内教育実践ノモ彰を受賞

63H 5 行j9「14くの手づくり展開催        [旭 川～ 9]

63_H30 チセネシリ寮学習室増築完成
2 1 S 第10回 本の手づくり展開催        [本 L幌～13]

2 521 創立40周 年記念 標本樹木植樹
21114 第‖l lJ本 の手づくり展開催        [旭 川～19]

212 3 創t10周 年記念 学校名標ホ塔建立
J l_6 第12回 本の手づくり展開催        [ILI晃 ～10]

l H 18 第131ul本の手づくり展開催        [旭 川～23]
6 1.1 第11回 イくの手づくり展開催        [ホ L幌～ 7]

6H.15 第15陣1本の手づくり展開催        [旭 川～20]
612.15 屋内体育館 (1003ni)改 築落成
6.1215 家庭科樹i(535:■)増築落成
7 120 1青報機器21台導入
7.930 旧体育館跡地外I「II事完成             '
8 1 8 第16回 イくの手づくり展開催       [ホ L幌～12]

8 929 第17回 木′)手づくり展開催     [本 L幌～10/5]
9 S.13 第18回 本の手づくり展開催       [旭 川～17]

1010 6 第19回 木の手づくり展開催       [本 L中晃～ 9]

1110 6 第20回木の手づくり展開催       [本 L幌～ 9]

H10.19 校訓披露式挙行
1210 3 第21回 本の手づくり展開催       [旭 川～ 8]

121028 創立50周 年式典挙行

ll l注
〕
: 富易自栞湾革らそ

`震

鴻潅
修工事竣 二

   [ォ L幌～ 8]

14 1.H 村議会において、校名変更に関する条例案が可決
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北海道教育の基本理念

自立 自然豊かな北の大地で、自立の精神にあふれ、夢や希望の実現

に挑戦し、これからの社会を担う人を育む

共生 ′醍勤bヽこ、ともに支えあい、ふるさとに誇りを持つ人を育む

【基本 目標】

基本 目標 1 社会で活きる実践的な力の育成

○ 生 きる知恵につながる確かな学力 を育み、 自立 した生き方を支える

教育の推進

○ 社会の変化に対応 し、新 しい時代を切 り拓 く力を育む教育の推進

基本 目標 2 豊かな心 と健やかな体の育成

○ 豊かな人間性 と感性を育む教育の推進

○ 心身の健やかな成長を促す教育の推進

基本 目標 3 信 頼 され る学校 づ くりの推進

○ 魅 力 あ る学校 づ く りの推 進

○ 教職 員 に対 す る信頼性 の 向上

基本 目標 4 地域全体で子 どもたちを守 り育てる体制づ くりの推進

○ 家庭の教育力の向上への支援の充実

○ 地域で子 どもたちを育てる環境づ くりの推進

基 本 目標 5 北 海 道 ら しい生 涯 学 習 の 実 現

○  学 ん だ 成 果 を生 かす 生 涯 学 習 の推 進

○  潤 い の あ る地 域 づ く りを め ざす 社 会 教 育 の い推 進

○  文 化 ・ 芸 術 活 動 の推 進

○  健 康 づ く り・ ス ポ ー ツ活 動 の推 進
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学び続け かかわり 高め合 う 上川教育の躍動

〈着実な実践 。実蹟の検証 。成果の実感)

上川教育推進 プラン

音威子府村教育 目標

○た くま しい身体 と意志を育てよう

開拓者精神を受け継ぎ、ねばり強くやり抜く強い意志をもち、進んで健康と体力増進につと

め、明るく豊かな村づくりにはげむ村民の育成をめざす

○望ま しい個性 と豊かな人間性 を育てよう

自ら学び、自主的、主体的に社会参加を行い、正しい判断のできる心豊かな村民の育成をめ

ざす

○規律 を守 り勤労 を愛する心を育てよう

きまりを守り、他人をいたわる心を育てるとともに、勤労の喜びを見出し、生きがいのある

生活をつくりだす村民の育成をめざす

○ 自然 を愛する心を育てよう

天塩川の恩恵に感訪|し、森、川にかこまれた自然を愛する心を育て、住みよいまちづくりに

はげむ村民の育成をめざす

O文化 を高め郷土を愛する心を育てよう

先人の文化的遺産を受け継ぎ、芸術、文化を育み高める心を育て、地域から生まれる生活文

化を向上させる村民の育成をめざす

【生きる力を育む教育の推進】

I 社会で活きる実践的な力の育成

1 確かな学力を育む教育の推進
2 新しい時代を切り拓く力を育む教育の推進

Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成
1 豊かな人間性と感性を育む教育の推進
2 心身の健やかな成長を促す教育の推進

【学校・家庭・地域の教育力向上を図る取り組みの推進】

Ⅲ 信頼される学校づくりの推進
1 教職員に対する信頼性向上
2 魅力ある学校づくりの推進

Ⅳ 地域全体で子どもたちを守り育てる体制づくりの推進
1 家庭の教育力の向上
2 地域の教育力の向上

【上川らしい生涯学習社会の実現】

進
現
推
備

実
の
整

の
動
盤

会
活
基

社
習
の

習
学
め
進

学
る
た
推

涯
け
の
の

生
お
進
動

い
に
推
活

し
期
育
化

ら
各
教
文

道
涯
会
術

海
生
社
芸

北
１

２

３

Ｖ
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校

HEART
AND

CREATION
冷|1之  臼ユ 鬼翔

学校教育目標
造形体験を重ね、

創造力を育成する

○基礎基本を重視し、自ら学ぶ意欲を高める
○個性を生かし、豊かな自己表現を目指す
○自然に親しみ、情操を豊かにする

副1

1重 点目標

33::i][]EI嘗 :][][:『う言言首:量蛙単箸貪
性を育成する。

１

２

３

４

　

　

　

１

２

３

４

２

＜

＜

経営方針
)学校教育目標・重点目標を達成するための具体的方策を推進する。

生徒一人ひとりの創造力を育てる造形教育の質の向上を図る。
学校や寄宿舎での自主的活動を推進 し、豊かな社会性を育てる。
教職員の計画的な研修活動を推進する。

教育課程編成の方針
1)工芸科としての特色ある教育課程を編成する。
2)情操豊かな人格の育成を目指し、教科と特別活動等の調和のとれた教育課程を編成する。

4 指導上の重点事項

学
習
指
導

１

２

　

３

４

生徒一人ひとりの実態に即した学習指導により、学力を向上させる。
多様な生徒に対応する教材の開発や指導方法 。評価方法の工夫により、自ら学ぶ意欲を

喚起し能力を伸ばす。
高大連携教育や国際理解教育の推進を図り、美術工芸教育・普通科教育を深化させる。
情報教育や図書教育の充実を図り、豊かな人間性を育成する。

生
徒
指
導

(1)全教職員の共通理解と実践により、基本的生活習慣の定着を推進する。

(2)地域の特色を生かした特別活動等の充実を図り、生徒の自主性や自律性を育成する。

(3)教育相談活動を充実し、多面的な生徒理解を深め、問題の早期発見 。対応を実践する。

進
路
指
導

(1)進路意識を高め、キャリア発達課題の達成を目指 し自己実現に向けて努力する態度を育

成する。
(2)自 己理解を深め、個性や能力・適性に応 じて進路 目標を設定する力を育成する。

(3)個 に応 じた進路開拓や情報収集 。発信を図 り、進路実現を達成する。

健
康

・
安
全
指
導

(1)保健教育活動を充実し、個々の生徒の状況を的確に把握し、生命を大切にし主体的に心

身を鍛える生徒を育成する。

(2)校内外の清掃美化や施設の保全を図り、快適な教育環境づくりを推進する。

(3)全教育活動をとおして安全教育を徹底させ、適切な生活行動ができるよう指導する。
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平成 28年度 学校経営方針

生徒・保護者・村民・教職員がともに夢を語 り、感動があふれる学校を創造する

夢を語り感動があrs~lれる学校づ<り
1 創作活動をとおして学ぶ意欲を高め、可能性を引き出し、伸ばし、確かな学力を育成する。

2 他を思い理解し、共に学び感動があふれる学校生活をとおして、豊かな人間性を育成する。

3 全道唯一の工芸科として、美術工芸の学びをとおした質の高い教育活動を推進する。

4 生徒・保護者 。地域の信頼と期待に応える、地域に根差し開かれた学校づくりを推進する。

全道唯―の工芸科として教育活動の充実を図る

1 創造力を育成する質の高い美術工芸作品の制作
2 学ぶ意欲を高め個性や能力を伸ばす工芸・美術コース

3 他を思いやる心を育てる学校教育活動と寮生会活動
4 地域の自然や人々、本と触れあうことによる心豊かな人づくり
5 -人ひとりが主人公として活躍 し自己表現力を育む教育活動
6 コミュニケーション能力や社会性を伸長する教育活動

創 造 力 を 育 成 し 人 間 力 を 高 め る

びの成果を発信する生徒作品の公開
「村の美術館」として校内生徒作品を公開
「木の手づくり展」の充実発展

村施設や村民文化祭等で生徒作品を展示

7 地域 と一体となつた教育活動

(1)「 植樹祭」「村民運動会」「文イヒ祭」等への参加

(2)授業や学校行事等の教育活動を公開し地域の教

育力を活用

(3)小中高の連携 した学びの充実

(4)「エコミューシア゙ム」等でのホ
゛
ランティア活動

(5)北海道大学中川研究林との「森林探訪」の実施

(6)村 内学校間での連携事業の工夫改善

(7)村内各スキー大会への支援や地域行事への参加

8 教え育むプロとしての教師力向上

(1)磨 きあい高めあい支えあう教職員集団

(2)校内研修会や公開授業による資質能力の向上

(4)校外各種研修会等の参加と情報の還元、共有

(5)村内教育推進協議会による研修の充実

(6)高大連携をとおした大学教員との専門的研修

(7)生徒、保護者、地域から信頼される教職員集団

(8)学校評価、授業評価、学校評議員会を踏まえた

課題改善

(9)服務規律保持、危機管理の高揚に向けた研修

色ある教育活動の充実発展

東海大学 との高大連携教育
スウェーデンとの国際理解教育

全道唯一の工芸科による「人づくり」

力ある教育活動の推進

倉」造力を育成する教育活動の実践

工芸と美術のコース選択による個性の伸長

高大連携や国際交流による教育内容の充実

21世紀型能力を育てる教育課程の研究

2 個性を伸ばす学習指導
(1)自 ら学ぶ意欲を高める学習指導

(2)質の高い表現学習をとお した創造力の育成

(3)基礎的基本的な学力の定着を図る個に応じた指導

3 心に響 く生徒指導

(1)自 らを律する態度を育成する生徒指導

(2)教育相談による生徒理解の推進

(3)学校生活と寮生活の両輪による望ましいノ、間関

係を構築する能力の育成

(4)生徒会と寮生会の活動による自主性の育成

(5)特別活動や部活動等による社会性の育成

(6)生命を尊重し健やかな心身を育成する健康安全指導

来を拓く進路指導

生徒の能力や適性に応 じた進路指導

自己理解や自己実現を達成する力の育成

計画的系統的なキャリア教育の推進

学校情報の積極的な発信

)‖ ebページ等の充実による情報発信力の向上

)各種 「た より」等による学校理解の推進

)学校案内、ポスター等の充実
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平成28年度 北海道おといねつ′5~i美術工芸高等学校

学校経営シラバス

建お体験を會ね、47」 逹力を育式する

基礎碁本をす札t、 自ら帝ぢ」憲教む島める

個`1生き生かt、 豊かな白已象えき日北す

|ムにatみ、構繰を貞かにする

HEART
AND

CREAT10N
E・J逹 白二 人細

め ざ す 学 校 像 め ざ す 生 徒 像

1 生徒、保護者、地域、教職員に夢と感動があふれる学校
2 -人 ひとりの可能性を限りなく伸ばし進路が実現できる

学校

3 地域に信頼され特性を活かしながら確かな学力や豊かな

人間性を育む学校

目標を持って、主体的に学び努力する生徒

夢を創造し、未来に向かって前進する生徒

生命や自然を愛 し、豊かな心を持った生徒

１

２

３

領 域 対 象 中期 目標 今年度の 目標 目標達成のための評価の観点

教

六
日

活

動

宇省
指導

○全道唯一の工芸科 とし
て、教育課程の充実・

発展
○学ぶ意欲 と基礎基本を

重視 した確かな学力の

向上

○個に応 じた指導の充実

○興味関心を喚起 し、学ぶ意欲を
高める授業内容の工夫改善

○基礎的基本的な学力の定着、個
に応 じた指導、発展的学習の充
実、創造力を育成する美術工芸
教育の質的向上

○地域の特性を活かした魅力ある
教育活動の充実

○生徒が意欲的に学んでいるか

○校内外′)研修、授業評価等をとお して授
業内容の改善が図られたか

Oき め細かい個に応 じた指導が効果的に実
践されたか

○基礎的基本的学力の定着が図れたか、美
術工芸作品の制作をとお して確かな学力
が伸長 したか

○地域 と一体になつて教育活動が進められ
力 か

徒
導

生
指

○基本的な生活習1貫 の確
立と豊かな心の育成

○社会性や規範意識に基
づ́く、判断力、行動力
の育成

○コミュニケーション能力、社会性の育成
に重点を置いた基本的生活習慣
の確立

○自らを律 し、他を思い理解する
態度を養 う指導

∩な律主株め生往全淫乱生の本生

○学校生活、寮生活で望ましい人間関係が

構築できているか

○社会性が身に付き規律ある集団生活が行
われたか

O生徒が積極的に参加する生徒会活動等で
ふぅ力か

進路
指導

○ 自己理解 と勤労観・職
業観の深化

○ 自らの在 り方生き方を
求め自己実現を達成す
ス カ ″、書 齢

○キャリア教育の推進による進路
実現の充実

○早期からの計画的な進路指導
○資格取得の推進

○社会的、職業的 自立のための進路が決定
したか

01学年からの計画的系統的な進路指導が

行なわれたか
∩ 生 絆 デ〕ゞ結 怖 崎 I「 盗 逮 TF7涅 去 l― 」k齢 lキ ィ|`

健康・

安全

指導

○心身の健康や安全に対
する意識の高揚

○環境美化やボランティ
ア活動に積極的に参加

する態度の育成

○生徒理解の深化 と教育相談′)充

未

○安全教育の取組の徹底
○環境美化意識の高揚 と清掃活動

の充実

○一人ひとりに目を向け適切な教育相談が
できたか

O安全教育を効果的に実践 し、生徒の危機
管理意識が高まったか

○生徒が積極的に校舎内外の美化・清掃活
舌力lr Ttt n率日ス テゞ 力ゝ

学

校

経

営

信頼
され
る学
校づ

くり

○教育活動の積極的発信
と地域連携の充実

○学校評価等を活用 した

教育活動の不断の改善
○教職員の服務規律の保
持、倫理観の確立

O Webへ '―シ
ヾ
や学校だより等の充

実と学校理解の推進
○学校評価等による課題の明確化

とPDCAサ イクルによる改善
○保護者、地域、学校の連携の強

化
○教職員の教育公務員 としての自

常の高揚

O Webヘ ーシ
゛
等で積極的に教育活動の情報

発信を行い、保護者や地域、中学生等の

学校理解が深化したか

○学校評価や学校評議員会が学校改善に生
かされたか

○保護者や地域等との連携が強イヒしたか

O教育公務員としての社会的責任を教職員
が 自営 |だ か

租紋

運営

○学校課題の明確化・共
有化

○課題解決に向けた組織
的 /f漱働 伏 葡 |の確 十

○報告・連絡・相談体制の機能徹
底

O PDCAサイクルの効果的な活用
0信機管理の徹底

○教育活動全般に渡 り教職員が連携 したか

の前例踏襲に陥 らずに各取組が改善に向カ
ったか

0危機管31Tマ ニュアルが整備 六わたか

教職

員の

資質
向上

○専門性 と資質能力の向
上

○教職員の健康増進

○共 に学び合 う教職員集
団

○授業力、生徒指導力の向上 と専
門性の深化

○超過勤務の縮減 と健康管理体制
の確立

○校外研修の伝達、校内研修の充実

○授業改善や実践力が向上 したか、教科の

専門的スキルが高まったか

○個々の教職員が業務の効率化を図つたか
○教職員間がコミュニケーションを図 り、個々の教職

員の協働意識が向上 したか
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教育課程表

平成 28年 度 入学者教育課程表

※ 「○ 」 を付 した科 目は学校 設 定科 日で あ る。

教  科 科 目 標準単位数
1年 2年 3年

劫 工芸 寿 村 工芸 美術

国  語
国 語 総 合 4 ９

一 2 ９
´

国 語 表 現 3 4 4

地理歴史
世 界 史 A つ つ ９

´

地  理  A ９
“ 2 ９

“

公  民 現 代 社 会 2 ，

一

数  学
数 学  I 3 ９

一
９
″ 2

数 学  A つ 3 3

理   科

化 学 基 礎 2 ９
″

生 物 基 礎 ∠ 2 つ
“

地 学 基 礎 ワ
】

９
“

つ
４

f雑鯖
体 日 7～ 8 ，

一

９
】 2 3 3

保 健 2 1 1 1

術
美 術  I ９

“ 2

工  芸  I ９

“
９
】

外 国 語

コミュニケー
ション嬬 I

3 ９
“ 2 2

英語表現 I 2 4 4

家  庭 家 庭 基 礎 つ ９
】

情  幸長 社会 と情報 ９
】

，
“ 2

工  業 工難 術難 2～ 4 4

美  術
素 描 2′～6 1

絵 画 2～ 4 3

芸  術 美 術 研 究 ○ 3 3

工  芸

図法・ 製図 ○
″Э 1 2 2 2 2

木 材 理 論 ○ 1 1

木工制作 I ○ 3 3

木工制 作 Ⅱ ○ 6 6 6

インテリア史 ○ 1 1

工 芸 制 作 ○ 4 4

課 題 研 究 ○ 4 4 4

工 芸 研 究 ○ 4 4

計 28 28 28 28 28

総 合 自t な 学 習 の 時 間 1 1 1 1

ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1 1

計
/_N 30 30 30 30 30
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2 平成 28年 度  学 年 別教 育課 程 表

教  科 科 目 標準単位数
1年 2年 3年

矩 工芸 美術 工芸 動

国  語
国 語 総 合

国 語 表 現

4 2 2 つ
コ

33 3

地理歴史
世 界 史 A

地 理  A

つ つ ０

一

ソヽ
コ

，
コ

つ

公  民 現 代 社 会
つ

】
9

数  学
数 学  I 3 ソ^

コ

９
″

つ
“

数  学  A ９

】

，
“

９

“

理  科

化 学 基 礎
，

コ
2

生 物 基 礎

地 学 基 礎

つ `, つ

つ

し
2 ０

４

保健体育
体 日 7～ 8 つ

ん
9 ９

´ 3 つ
０

保 健 つ 1

バ 術
美 術  I つ

“

９
“

工  芸  I ９
“

つ

一

英  語

コミュニケー

ション英語 I

3 2 2 つ
】

3英 語 表 現 I
つ
″

つ
つ

家  庭 家 庭 基 礎 2 2

情  報 社会 と情報 2 ，
】 2

工  業 難 嶼 2～ 4 4

美  術
素 描 2～ 6 1

絵 画 2～ 4 3

術 美 術 研 究 ○ 4 4

工  芸

図法・製 図 〇 tD 1
つ
ん

９

“

，
コ

９
“

木 材 理 論 ○

〇

1 1

木工制作 I 3 つ
０

木工制作 Ⅱ ○ 6 6 6

インテリア史 ○ 1 1 1

工 芸 制 作 ○ 4 4

課 題 研 究 ○ 6 6 6

工 芸 研 究 ○ 5 5

J 計 28 28 28 28 28

総 合 的 な 学 習 の 時 間 1 1

ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1

△ 計 30 30 30 30 30

※ 「○ 」 を付 した科 目は学校 設 定科 日で あ る。
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組織及び構成
1 組織機構 図

各種委員会の役割

特別支援

教育相談

いじめ対策

寮と学校の

情報交換

委員会名 役
生
ロ 主 管

教 育 課 程 姉 服 の′点検、改善を審議 教  務

入学者選抜 入学者選抜における原案作成や準備業務 教  務

推 薦 就職 。進学に関して推薦要件の確認、)巽定 嚇

業 者 選 定 公正。適正な難 購 は 事  務

学校と寮職員との生徒情報の交換 生徒指導

国卿 聯 国際理解教育の方針、派遣選考、受入対応、諸準備 総  務

修 学 旅 行 宿泊研修及び見学旅行の計画、役割分担等 総  務

特印1支 援,教育相談 発達障害や精神面での支援が必要な生徒への対応検討 生徒指導

学 校 保 健 心身の知兼を守り、安全 。安いの確保づくりの推進 生徒指導

学 校 情 報 校内情報施設、設備、備品、システムの管理と運用 総  務

い じめ対策 学校における他蔚簾國刃隣協議、摩 くりの推進 教  頭
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3 教職員の構成

校 長 教 頭 教 諭 瘍 鋼肝 報 拙 嚇 寮監 鵞 舗舗戦 繊 刷 人 計

1
９
“ 1 1 1 1 2 1 2 1 26

4 教職員一覧

職  名 氏 名 担当教科 校 務 分 掌 発令年月日

校  長 伊 藤 良 平 H28.4.1

教  頭 西 後 勝 美 H27.4.1

教  諭 棚 橋 栄 治 保 建 体 育 生 徒指 導 部 長 ・ 1学 年 付・ 舎 監 H21 4.1

野 本す 幸 1申 芸術∈lll o I芸 ゝ 工芸科長 。進路指導部 。2学年付・舎監 H10.4.1

吉 田 香 織 外  国  語 教 務 部 長 。 3学 年 付 ・ 舎 監 H23.4 1

池 田 教 朗 数学 。情報 教 務 部 ・ 2学 年 正 担 任・ 舎 監 H25.4.1

林   一 浩 理科 。家庭 総 務 部 長 ・ 2学 年 付 。舎 監 H27.4. 1

川 添 龍 一 芸術 (美 術・I芸 ) 教 務 部 。 1学 年 付 ・ 舎 監 H24 4. 1

大 原 一 毅 地 歴 。公 民 生徒指導部・ 1学年副担任・副舎監長 H28.4. 1

′′ 崎 さつき 蔀 節 I∋・工業 教 務 部 。 1学 年 正 担 任 ・ 舎 監 H27.4. 1

三 谷 佳 典 芸術 (美 術。I芸 ) 進路指導部・ 3学年副担任・舎監 H28.4 1

〃 須 藤 由希子 芸術 (美 術・I芸 ) 総 務 部 。 2学 年 付 。舎 監 H28.4. 1

′′ 碇 矢 真 由 国
五

進路指導部長・ 3学年正担任 。舎監 H25.4 1

′′ 押 見 栞 奈 芸術 (美 術・I芸 ) 生徒指導部 。2学年副担任・舎監長 H26.4.1

裁 会 南 波 李 佳 生徒指導部 。3学年付・副舎監長 H25 4. 1

実習助手 澤 口 将 達 総 務 部 。 3学 年 付 ・ 同 窓 会 H27.6. 1

ALT マテ
で
リーン ・ メイリー H26.9. 1

事 務 長 山 崎 彰 俊 H27.4. 1

事 務 生 横 山 康 子 H25.4.1

公 務 補 辻 本 博 美 H23.4. 1

寮  監 永 井  満 H23.4.1

寮  監 北 原 貴 志 H26.4. 1

寮 監 補 今 井 良 一 H18.4.1

奇宿告指導員 執 行 伸 枝 H18.4.1

寮 職 員 神 野 隆 敏 H23.11. 1

寮 職 員 伊 藤 友 紀 H28.4.1

向 民 加 藤 友 幸 H28.4.1

校  医 三 好 義 範 H25.4.1

歯 科 医 松 尾 徹 也 H24.9. 1
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生徒状況
生徒 出身地別人数 (平 成 28年 4月 9日 現在 )

1年 2年 3年 管 内

男 マ 男 な 男 を 管 内 名 な

本 幌  市
つ
０ 3 4 5 つ 4

石  狩 10 20当  男J  田 1 1

,工  男J  T ０
ん 1 1

東  底  T ワ 1

租   i 1

後 志 1 2氷 革 jll 1

るヽ   ¬〒  田「 1

せ た た 田「 1 檜  山

岩 見 沢 1
つ

空  知
つ
″ 2[〕ミl ロ I 1

早   ,召  町「 1

1日    , R 5 J

上  川 18 18

1筐 圧 1

事 町 1 1 1

冨 艮 野 田 1

冨 良 野 町 1 ソ

東 町 1 1

東 神 楽 町 1

剣  了用 町

覺   男ll  田
『

1    :

士   男ll  i ]

尾 寄 T 1

美  深  町 1

鼈  フЧ 1 1

宗  谷 2 6

中 幅 別 町

幌   IIE  町 I

枝  幸  町 1 1

1層
屏,富 士 町 ]

γ J 町

オホーツク 3 2
大  窄  町 1

雄  武  町

斗 早

ノ|ヽ π ] H日   ガ壽 () 1

広  1 ] 1

十  勝
つ

】 6

茶  町 1

ン 田  田丁 1 1

ン 水  町 1

‖ 1  日「 1    1

寄  町 つ

川  呈番  ¬〒 1

釧  路 0 ９
“浜  中  町 1

もそ 田 1

道  外
ワ
イ

山 多

1

[
]

ヽ 1  1

[  覇言  孝 ノ l

申奈 川
一只 「 1

大 [ , 1

曇  知 1   1 1

兵  腫 1 1

日  口

大  会  県

計
/_N

14 26 2314 16 23 116
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2 生徒数 (平 成 28年 4月 9日 現在 )

1   年 2 年 3年 △ 計

男 子 14 14 16 44

女 子 26 23 23 72

合  計 40 37 39 116

進路状況
(平 成 17年 度卒業生以降 )

度年 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

進
　
　
学

四 年 制 大 学 6 10 7 10 8 ″
‘

「
■ 14 14 11 「

■

大 学短 期 2 つ
０ 3 0 2 2 2 2 0 0

学 校各 種 12 7 9 10 17 10 9 12 14 14

他そ の 0 0 0 0 2 2 ９
“ 4 0 2 0

未 定 1
つ
０

諦1/1 00) 00) 09) 00) 09) Q5) 00) 62) Q8) 09) 05)

職

木 材 。工 芸 関 係 0 つ
０ 3 1 2 つ つ

０ 0 1 2 2

販 売 ・ 製 造 等 3 1 0 1 2 4 ９
“ 3 0 0 1

公務員 (含 自衛隊) 1 0 0 1 0 1
９
″ 2 3 3

サービス・飲食店関係 4 1 0 0 ９
“ 0 0 3 1

福 祉 施 設 関 係 1 0 0 1 0 1 0 0

運 業輸 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ 他の 1 3 0 l 2 1 1 0 1 l

未 定 0 1 2 ”Э 0 0 2 1 2 つ
″

詢 (11) (9) (5) (6) (11) (10) (7) (10) (8)

/_N
口 計 31 29 24 31 35 36 40 39 38 37 36

卒業生総数
男子 1,039名   女子 569名   合計 1,608名  (平 成 28年 3月 1日 現在 )
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峰 出 勤 ～  8100

峰

…

8:00- 8:15
S H R 8:■ 5´- 8130
第 ■在交ヨ寺 8:35´ - 9:25

第 2存顕 寺 9135-■ 0125

第 3移顕 寺 10135-■ 1:25

第 4校 時 ■■135´ V■ 2125
昼 休 み ■2125⌒ ― ■3こ 10

第 5権期 寺 131■ 0´― ■4:00

舞事6な か 寺 ■4:■ 0´― ■5100
S H R ■5100⌒ ― ■5二 ■0

7青精諦詢 ■51■ 0´― ■5:30
部 活 動 ■5130´ ‐ ■7130

肇 摯
⌒― ■7:40

峰 鋤 16130´ ―

，表日 課

各種団体
1 父母 と教師の会

2 体育文化振興会

佐藤 雅美・城守

伊藤  良平

佐藤 雅美・城守

・ 玉 田  敬

克洋 。西後 勝美

克洋・西後 勝美

玉 田  敬 。長 野  武 一 。西 山 容子

美
幸
俊
浩
洋
美

正
美
彰

一
克
政

村
田
崎
　
守
竹

員
志
相
山
林
城
大

役
長
長
計
務
査
問

ム本　
　
　
耗

会
副
会
庶
会
顧

長
長
計
務
査
問
事

△
ム
　
　
　
認

会
副
会
庶
会
顧
理

長
長
記
計
査
局
員

響
　
ム
ム
　
　
認
時
絡

窓
会
副
書
会
会
学
連

同３

平
幸

良
康

藤

田
伊
石

隆
幸
俊
浩
洋
賞
美

美
彰

一
克
　
政

村
田
崎
　
守
上
竹

員
川
相
山
林
城
河
大

役

敏
輔
　
美

一
泰
太

孝
大
　
奈
龍
聖
謙

施
藤
　
倉
木
藤
村

布
安
　
松
鈴
伊
川

・
・
樹

・
一
・
・

博
恵
広
司
里
彩
水

友
宏
　
圭
麻
　
彩

口

端
山
澤
重
西
川
西

池
舟

・
友
古
石
大

・
・
航

・
・
・
・

光
太
　
董
（気
樹
悠
恵

義
健
　
　
勇
瑞
　
友

木
近

々
佐
野
　
慶
立
川

丹
佐

・
紺
森
高
足
黒

・
・
伍

・
・
・
・
・

美
　
一
子
大
記
郎
皓
也
樹

晴
　
一早
佳
　
尚
志
　
謙
健

寺
　
　
　
川
　
健
　
木

見
　
藤
橋
井
勢
原
澤
々
山

千
　
佐
高

。
伊
栗
高
佐
石

・　
　
　
・　
・
△
口　
・　
・　
・　
・　
・

美
幸

一
子
敬
達
幸
人
百
基
香
壽
奈
彩

政
康
武
容
　
将
康
勝
小
雄
晴
将
優
李

内
　
　
　
田

竹
田
野
山
河

口
田
井
良
川
子
葉
本
井

大
石
長
西
中
澤
石
福
母
広
吾
千
岡
照
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各分掌の経営計画
<総  務  部 >
1 活動 目標

校務の円滑な運営 を行 うとともに、学校業務のス リム・健全化を推進す る。

2 今年度の重点課題

(1) 業務 の円滑な遂行、及び校務のス リム化

・ 各種委員会及び分掌業務等の整理 と推進

・ 校務運営システム活用へ向けた校務の推進

(2) 実態 に即 した、戦略的な生徒募集の展開
。 「生徒の育 ち」、「本校 な らではの学び」を紹介
。 Webペ ージ、ブログ、パ ンフ レッ ト等での本校 の学びの見える化

・ 木 の手づ くり展等における活動展示の促進

3 課題解決の方策

(1) 各種校務の整理
・ 校 内研修会の実施 な どによる校 内の問題点の共有化
。 各種業務の整理 と人員の整備

・ 校 内業務 についての内規の見直 し

(2) 取 り組みの検証作業

・ 校内研修会 による生徒募集の在 り方提示 と方針 の共有化
。 学校評議員等か らの助言 をもとに した改善策の推進

・ 機動性 を重視 した取 り組み

◎ :委 員 の と りま とめ役  ○ :分 掌 か ら選 出す る委 員  ●分 掌 以外 で害1り 当た つた委 員

4 各

委 員 会 名 林 須藤 澤 口 主 管

校務運営会議 ◎ 総務部

教育課程委員会 ● 教務部

国際理解教育委員会 ◎ 総務部

修学旅行委員会 ◎ 総務部

入学者選抜委員会 ○ ● 教務部

業者選定委員会 ○ 事務長 (校務運営会議 )

学校情報委員会 ◎ 総務部

5 一覧表
業   務 相 当 者 幸 な 業 務 仙 今 堂 笙 ル の 閣 わ り

庶務 校務整理・改善

校務運営会議

年間行事予定・月行事予定

儀式的行事

年度末 。年度初の業務整理

学校要覧・教育計画

反省会議
r山 蛍熔詰間ヽ

林

林

林

林

林

林

林

校務整理・改善

議題整理・運営

入学・卒業式、始終業式

職員室机ロッカーの配置

全体立案

会議の企画・取 りまとめ

校務運営会議

校務運営会議

生徒募集 . 木の手づ くり展

一 日体験入学
倍 鶴 奉 信

口
藤

藤

澤

須

須

林

澤 口・林

澤 日

ガイ ダ ン ス 資 料 、 要 項

Hp 7‐ ロク ハ ン フ百 新

工芸科 との運動

工芸科 との連動
蛍柿槽菫B丞 昌全

特色 ある取組 高大連携事業

国際理解教育
4蓼 学旅行計画

林・澤 口

林・須藤

林

デザインスクール

選考・派遣・受入
店 拍 FTF 4蓼 .目 堂 旅 行

工芸科との連動

国際理解教育委
1参 学旅行拳

渉外・ PTA PTA(学 校祭含む )

体育文化庶務

地区別懇談会

発送文書
生 体 閣 ミ吉 曇

林・須藤・澤 口

林・須藤・澤 口

林・須藤

林・須藤・澤 ロ

林・澤 ロ 遠穫 専業″1調 喀等

生徒指導部 との連動

工芸科 と調整 し進める
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校 務 支援 シス

テム

校内情報管理

校務・教務支援システムの運用

校内ネ ットワーク・サーボー管理
コンピュータ室備品・図書管理

配布物のPDF・ リス ト化作業
学校代表 メール管理

林

澤 口

澤 口

林 ・須 藤 ・澤 口

状 .須藻 .選 ロ

支援システムの基本設定

書籍購入、蔵書管理

学校情報委

生徒指導部(図 書委員会)

校内管理 校内安全点検

掲示物等管理

各種備品管理

林

須藤・澤口

須藤・澤口

ポスターの校内掲示など

カメラなどの備品管理

教頭

6 計 画

日 上 通 ′フ、全 瑳 .各 菫 筆 業  務

月I!

期

4 年度初職 員会議

校務運営会議、職 員会議
「生徒募集指針」決定

前期始業式、入寮式、入学式、 PTA・ 体文総会、

見学旅行結団式、生徒募集年間計画 。実施要項、

年間行事計画確定、 見学旅行、全校集会 (GW前 )

李姜文書 ″りま 'め (地 区泰文書 )

0 校務運営会議・職員会議

第 1回 入学者選抜委員会
斡書諄程二昌全

全校集会 (GW明 け )、 生徒募集資料準備、

地区別懇談会準備
堂 柿 車 警 ・ 掛 書 計 画 率 行

6 校務運営会議・職員会議

学校教育指導 (1次 )

新 吉 譲 理 丞 昌 全

宿泊研修、地区別懇談会、本の手づ くり展 (旭 川 )、

生徒募集 バンフ レッ ト発行、学校祭宿泊 とりま とめ開始、
(中 学校訪闇 )

校務運営会議・職員会議

学校祭

村民運動会、学校祭保護者懇親会、全校集会 (夏 休み前 )

発送文書 とりまとめ、 一日体験入学実施要項、
蛍 檸 室 由 1■ 什

8 校誇運営会議・職員会議 学校案内資料送付準備

本の手づ くり展 (札 幌 )

全十●革会 (百 休み明け )

9 校務運営会議・職員会議

中間反 省会議 (分 掌打 合 )

中間反 省会議
会 檸 生 全

高大連携教育 (テ

゛
ザ インスクール)、 一日体験入学準備

地区別懇談会実施要項、中間反 省会議取 りまとめ

全校集会 (前期終業式 )、

発撲文書 ルリま■め (11区 蒸文書 )

後

期

校務運営会議・職 員会議
一 日 依 胎 入 学

国際理解教育生徒派遣、全校集会 (後 期始業式 )

‖1区 別然談会華備、一 日体験 入学進備

学校教育指導 (2次 )

棒 落 lE営 会 議 ・ 膳 昌 会 議

地区別懇談会
□ 摩 担 鯉 掛 苔 1星 □ 螂 告 全

19 檸 蓄 運 営 会 議 ・ 膳 昌 会 議 全校 集 会 (冬休 み 前 )、 率洪 文 書 ″ りま
'め

1 校務運営会議・職 員会議 卒業式実施要項 、全校集会 (冬 休み明け )

年間行事計画作成進備

2 校務運営会議・職員会議

年度末反 省会議

学校評議 員会

入学者選紡 (推 薦 )

卒業式案内発送 (3学 年 )

卒業式準備、卒業式予行

PTA体 文役員会

3 校務運営会議・職 員会議

入学者選抜 (一 般 )

入学者選抜 (二 次募集 )

年度末反 省会議

卒業証書授与式

高大連携教育

新年度年間行事計画

入学式実施要項

修了式

発チ文書 とりまとめ (1・ 2年 )

達成 目標 (評 価の視点 )

内規の見直 し等を行い、業務整理 を進 めたか

教職員で問題 を共有 し、校務の改善を進 めたか

実態に即 した募集活動 を行 うことが出来たか
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<教  務  部 >
1 活動 目標

校務 の円滑な運営を行 うとともに、学校業務の効率化・健全化を推進す る。

2 今年度の重点課題

(1) 生徒の学力向上
。 本校 の 目指す教育及び学力 を明確 に し、「思考力・判断力・表現力」 を育成

す るための指導方法及び評価方法の工夫研究
。 生徒一人ひ とりに対応 した、自ら学ぶ意欲 を喚起す る教育の実践 (教材開発、

TTの 工夫、言語活動の充実 )

(2) 教務的業務の円滑な遂行、及び校務の効率化
。 各種委員会及び他分掌 との連携・協働

・ 教務内規の検討

(3) 本校の実態 と教育 目標 に沿つた教育課程の構築
。 教育課程 の研修

課題解決の方策
1) 。 学習指導の研究 。改善を図る (「 学びの系統性」 を意識 し、日標 を明確化 し

て実施す る)。

・ 観点別評価 を意識 した教育活動の展開、及び指導 と評価の一体化 によるマネ

ジメン トサイ クルを運用す る。
。 授業研究、指導 と評価の一体化等研修の充実を推進す る。

(2) ・ 諸活動の効果検証活動 を行い、工夫改善を重ね る。
・ 校内研修会の実施 による校内の問題点の共有化

(3) ・ 教育課程委員会 を中心 とし、他の専門科校 の教育課程 も参考に し、多角的に

検証 し改善す る。

入学者選抜委員会
進路指導部

修 学 旅行 委 員 会

生徒指導部教育相談委員会
い じめ 対 策 委 員会

か ら選 出 す る

5
輩   落 十日 型ヒメ争 主 か 輩 落 仙 合 堂 奎 ル の 間 わ り

括

務

総

庶

教育課程

指導要録

公文書

教務規程・ 在籍管理

教育課程表 (A・ B表 )

学校設 定教科・科 目の 申請

教育計画・学校要 覧

選択科 日、コース制・ 教育カレンタ―゙

諸表簿 (発 注・集配 )

掛書諄程寿 (coD表 )

吉 田

吉 田

教頭

吉 田

吉 田

吉 田

吉 田

吉 田

吉 田
士 m

田
　
　
　
　
　
崎

他

吉
　
　
　
　
　
川

作成指示、点検

転 出入 、証 明書発行等

規程 の運用 、細則整備

工芸科 との運動

○教育課程委 (吉 田・ 川崎 )

工芸科 との運動

校務運営会議 との運動

○推薦委・業者選 定委・

い じめ対策委・学校評

議 昌会 (キ 件 )

学 習 指

導

庶務

学習指導

行事・総学計画

シラバ ス作成

学力等実態調査 。学力向上対策

(授 業 に関す るア ンケー ト)

LHR(キ ャ リア )

教科書・ 副教材
去 本 .甫 縮 机 祖

池 田・吉 田

池 田・ 吉 田

池 田・ 吉 田

川添・ 池 田

川崎・ 池 田

吉 口・川崎

川崎・池 田
油 円 o lll添

研修・学力向上対策総括

(キ ャ リア計画 を元 に )

考査 出題 内容研修会

(キ ャ リア計画 を元 に)

※前期 中間考査終了後
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時 間割 日課 管理

時間割 作成
将 坐 亦 百 .R主 狩 締 ‐4‐

田

添

田

吉

川

油

川添

川崎
jll崎

基 本 時 間割
梱 日キ闇」目|.脇 狩 鮪 4‐

研 修 研修

資料 ll■ 集
新 吉 生 羽

川 添 ・ 吉 田

吉 田 ・ 川 添

吉 田 ・ 川 添

校内外研修・ 初任者研

研修資料収集・ 視察

※研究指定校事業等

ア、年音i讐 | 推薦 入試 。一般 入試・ 二次募集 吉 田・ 川添 ほか 0入 学者選技委(吉 田 )

6 年間計画
土 福

^全
謎 .行 童 笙 壁 蓮 歯 宏

月ll

期

4 年度初職員会議

校務運営会議、職員会議

入学者選抜結 果状況報告 、基本時 間割 作成 、 LHR計 画 、

i堂 徳教育計画、特別活動・総 合的な学習の時間計画、

新入生オ リエ ンテー シ ョン、 ガイ ダン ス、学 力実態調 査、

CD表 。学校 目標棉 出、 シラバ ス作成

校務運営会議・職 員会議
笙 1同 入 蛍 井 選 脂 丞 昌 全  新 吉 謳 程 丞 昌 全 教 育 課 稗 審 議

校務運営会議・職員会議

学校教育指導 (1次 )

前 如 中 間 者 杏  新 吉 謳 程 丞 昌 全

教育実習  コース選択 ガイ ダンス、考査 出題内容研修会、

単票提 出 。一覧表提 出、成績会議資料 作成・成績会議 、

授 業改善研 修会実施 (校 内研修 )

檸 落 嶺 営 会 議 ・ 滸 昌 全 諜 教 科 書 採 択

柿 落 種 営 会 議 .膳 昌 会 議 コ ー ス 選 択 希 望 調 杏

校務運営会議・職 員会議 、前期末考査

中 FB5圧 省会議 (今 堂 tT合 せ ) 中 FBR厚 省会議
単票提出、一覧表提出、成績会議資料作成、成績会議
請 繕 末 糖 者 .や 膚 招 禍 者 増 道

後

期

格 落 清 営 全 奎 ・ 騰 昌 全 議 入 学 者 撰 桂 専 項 作 成

11 学校教育指導 (2次 )

校務運営会議・職員会議
絡 歯 由 間 老 蓉

(教 育実習 )

第 2回 入学者選抜委 員会 、
当 菫 堤 LH _啓 葬 埋 ‖  齢 繕 全 蓋 各 剋 催 鸞

校務運営会議・職員会議 成績会議  欠時超過者補充 、入学者選抜業務 、
進数科書・ 副教材採択

1 校務運営会議・職 員会議

学年末考査 (3学 年 )

入学者選抜業務 、

単票提 出、一覧表提 出 (3学 年 )

校務運営会議・職 員会議

年度末反 省会議  学校評議 員会

入学者選抜 (推 薦 )

学年末考査 (1・ 2学 年 )

成績会議資料作成、卒業認定会議、入学者選抜業務

単票提出、一覧表提出、成績会議資料作成、

学力実態調査 (学 年末考査後 )

3 校務運営会議・職員会議

進級認定会議

入学者選抜 (一 般 )

入学者選抜 (二 次募集 )

諸表簿・指導要録等点検 (3年 )

会議資料作成 。成績不振者・欠時超過者指導

学年末時数統計処理、A・ B表 提出、

指導要録点検 (1・ 2年 )、 入学者選抜業務、入学者選抜報告

7 達成 目標 (評 価の視点 )

(1)授 業研究及び観点別評価 を意識 した教育活動 を推進 できたか

(2)各 種委員会及び他分掌 と協働 し、反省 と行事評価 を活か した校務の効率化 を図
れたか

(3)本 校 の実態・教育 目標 に沿い、生徒の 自己実現に与す る教育課程の編成 ができ
たか
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<生 徒 指 導 部 >
1 活動 目標

(1) 生徒の安全 と基本的生活習慣の定着を図 り、健康な学校生活 を育成す る。

(2) 主体的で 自律的な生徒の活動、寮生活 を支援す る。

2 今年度の重点課題

(1) 安全で健全な生活の育成、基本的生活習慣 の定着。
。 規範意識 と向上心、社会 人の基礎力 としての社会性の育成。
。 生命 を大切 に し、主体的に心身 を鍛 える生徒の育成。

・ 清掃美化や施設 の保全に意欲的に取 り組 める生徒の育成。

(2) 多面的な生徒理解 を深 める。
・ カウンセ リング機能、生徒対話 の強化。

・ 校内外での生活、学習、心身の健康状態の理解 と、教職員間の情報共有。

(3) 主体的、自律的な生徒活動 の保証。
・ 主体性、責任 、 自律を 目指 した生徒会活動、寮生会活動の育成。

・ 計画 と達成像の明確化。

3 課題解決の方策

(1) 各規則、指導方針、 目指す姿を明示 し、生徒間に理解 を進 める。

・ 集団生活に大切な規範 と個人の希望を峻別 して意識 させ る。

(2) 業務整理に取 り組み、生徒対話 、家庭 との連携 を深 める。
。 さまざまな場面での生徒観察、情報、指導経過等 を発信 し共有す る。

(3) 逐次分掌部会 をもち情報共有 と意見交換、改善案の検討 を進 める。

・ 諸活動それぞれの活動計画 を把握 し、内容の相互理解 を進 める。

4 分掌構成・ 業務分担・各種委員会
・ 業 務 分 担

業  務 役   職 担 当 者

生徒指導
部 長 棚橋栄治

部 員 押見栞奈 。大原一毅 。南波李佳

寮   務

寮 監 永 井 満・ 北原 貴志

寮監補 今 井 良一

寄宿舎指導員 執行伸枝

寮職員 神野隆敏・伊藤友紀

賄管理 人 加藤友幸・加藤 み ゆき

舎監長 押 見栞奈

副舎 監長 南波李佳 。大原一毅

《各種委員会

委員会名
担 当 者

主   管
棚 橋 押 見 大 原 南 波

入学者選抜委員会 ○ 教務部

国際理解教育委員会 ○ 総務部

修学旅行委員会 ○ 総務部

特別支援教育相談委員会 ○ ○ 生徒指導部

学 校 情 報 委 員 会 ○ 総 務 部

い じめ対策委員会 ○ ○ 教 頭

一 覧 表

係 業 務 内 容 担  当  者 他 分 掌 等 と の 関
わ り

総 括

庶 務

年 間計 画 と個 別 計 画 の作 成

校 外 関係 機 関 との連 携
生 徒指 導 心得 の作 成
オ リェ ンテ ー シ ョンに関す る事 項  仙

棚 橋

棚 橋

棚 橋
lll員 ホ蕎

教務
生指協、警察等

教務、学年
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生活指 導 校内外における基本的生活習慣 の育成
生徒心得の指導 と検討
非行事故の未然防止指導
巡視指導の計画

棚 橋

棚 橋

棚橋
相H橋

他

他

村教推会

各種 講座 の企画
・ 薬物 乱 用防止・ 交通 安 全・ 防 犯
。ネ ッ トモ ラルお よび携 帯電 話 利 用マ ナ ー

棚橋 他

医療 。警察他
嶺 信 関 係

保健環境 学校 保 健 安 全指 導 の計画 作成
校 内外 の清 掃 ル清掃 計 画 の指 道

南 波
苗 清

特 RII芝 将 村 教 吉 推 准 協 議 会 特 RIIす 将 菩R会 へ の ス カΠ 南 波 村 勤 維 全

生徒会指導 生徒会 活動 、執 行 部 指 導
部活 動 の企画推進 指 導

大原 。棚 橋
★巨・ 細 橋 封 落 ・ 辛

^落保 健 委 員 会 保 律 委 員 会 の 指 導 南 渡

執行 部・ 学級生 活 委 員 会 牛 活 委 員 会 の 指 導 相月本電繁

図 書 委 員 会 図 書 委 員 会 の 指 導 押 昇

寮 務 施 設 管 聟 永 井 ・ Jヒ 原 村 数 吉 呑 昌会

生活指導全般 原

行

北

執

井

非
水ヽ
今

指 導 部 ・ 学 年 情
報交換会

等寮清掃 神 野 ・ 伊 藤

合 事 カロ犀悪

春 牛 全 増 道 相J中  ・ 面 j序 o ま
‐

l申 十 律 岩 遭

舎 監 全教諭

6 生徒指導年間計画
± 1昌 め 全 釜 .各 菫 笙 生 任 。蜂 口lt燿 生 荏 △ 指 道 仁 腱 愕 書 害 藩

一削
　

期

4 年度初職員会議

校務運営会議、職員会議

身 だ しな み点 検

オ リ エ ン テ ー シ

ョ ン

校 内 i《(視 開 始

対面式 定期健康診断

始業前大掃除

見学旅 行前健 康相

談 (3年 )

入 寮 式

オ リ エ ン テ ー シ

ョ ン

5 校務運営会議・職 員会議

第 1回 入学者選抜委員会

教育課程委員会

身 だ しな み 点 検

ス ク ー ル カ ウ ン

セ ラー 来 校

(以 移 毎 月 )

生徒総 会 /高 体

連壮 行会

定期健康診断

宿 泊研 修前 健 康 相

談 (1年 )

春季体 業

新 入生歓迎 会

校務運営会議・職員会議

学校教育指導 (1次 )

教育課程秀 昌会

夏服

ク リー ン お と い

オ■っ ■́TI

学校祭 準備 /(生
徒総 会 )

歯 の 衛生

'日

間 3年 生 寮 生 レ

2年 生 寮 生 レ

ケ

ク

校務運営会議・職員会議 交通安 全・防
`E・薬物乱用防止

ヨ書 F

学校 祭 ク リーンお とし

1■ つント

休業前大掃除

第 1回 、第 2回
匠 号 バ ス ツアー

夏 季休 業

8 校務運営会議・職員会議 身 だ しなみ 点検

ク リー ン お と し

オ■っぶ 121

夏季休 業 (帰 寮 )

9 校務運営会議・職 員会議

中間反 省会議 (分 掌打合 )

rLl間 け省全姜

役員選 挙 デザイ ンスクール

前健 康 相談 (3年
'帯ふ前偉自相談

1年 生 寮 生 レク

避 難 訓練

後

　

期

校務運営会議・職 員会議 身 だ しなみ点 検

(冬 服期 間 )

目′)愛 護デー 秋 季休 業
留 堂 を 獣 抑 古

学校教育指導 (2次 )

校務j雲 営会議・職員会議

寮 生総 会

第 3回 匠 号 バ ス

ツアー

客 答

校務運営会議・職員会議 自動 車 免許 取 得

の ガイ ドライ ン

体 育祭 休業前大掃除

工芸棟大掃除

赤ちゃん とのふれ

あい体験学習

(34F)

寮 生会 役 員選 挙

冬季休 業

l 校務運営会議・職員会議 身 だ しなみ点検 次 年度 学校 祭 準
イ惜

性教育講話 (2年 ) 冬季体 業 (帰 寮 )

3年 生 を メ ろ 会

, 校務運営会議・職員会議

年度末反省会議

学校評議 員会
■ 堂 菫 程 綺 r雑 薩 ヽ

ス クー ルカウン

セ ラー来校0
入選前大掃除

卒業式前大掃除

家庭学習

(3年 生帰 省 )

3 校務運営会議・職員会議

入学者選抜 (― 般 )

入学者選抜 (二 次募集 )

身 だ しなみ 点検 卒業 生教 室 装飾 年度 末 大掃 除 学 年末 休 業

(帰 省 )
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保健目標 学校保健
関係行事

保 健 管 理 保 健 教 育 学 校 安 全

心身 。生活 環 境 保健指導 安全管理・教育

4 健康診断を

受け、健康
の状態を把

握しよう

・定期健康診断
。始業前大掃除
。見学旅行前健康

相談(3年 )

。見学旅行

・保健調査
。健康観察の確認 と実施

・健康相談
。健康診断の計画 と実施

と事後措置
・疾病異常者の健康相談
ル牛活指道

。清掃計画配布
。日常点検の励行

(1年間)

。大掃除の実施状

況の点検

。健康診断の受け

方
・保健室の利用の

仕方

。学校環境の安全

点検
・救急体制の確立
・登校指導
。」R乗車指導

5 疾病予防と

早期発見に

努めよう

。定期健康診断
・宿泊研修前健康

相談 (1年 )

・スクールカウン

セラー

・健康観察の実施
・健康本目談
・健康診断の実施と事後

措置
。疾病異常者の健康相談
ル牛澤キキ旨道

。望ましい生活 リ

ズム

・心身の健康

・学校環境の安全

点検
・交通安全指導
・寮避難訓練
・校夕い≦視

生活習慣を

確立 しよう

・歯の衛生週間
・宿泊研修
・地区別懇談会
・携帯マナー教室
・スクールカウン

セラー

健康観察の実施

健康相談

歯みがき指導

食中毒・感染症予防

熱中症予防
鳥昌の健康診断

・歯内炎の予防
・手洗いうがいの

励行
・食中毒の予防

・学校環境の安全

点検
・避難謂1練

・校外巡視

自主的な健

康管理に努
めよう

・村民運動会
・学校祭
・休業前大掃除
・工芸棟大掃除
・薬物乱用防止、

交通安全、防犯教
室
・スクールカウン

セラー

。1/e康観察の実施
、・健康相談
・夏休みの健康生活指導

と健康管理
・村民運動会救護
・夏体みの健康調査
・治療勧告

。大掃除の実施状

況の点検
。清掃用具の点検
・古紙回収

・夏季における心

身の健康
・熱中症予防

。学校環境の安全

点検
・学校祭の安全刈

策
・食中毒の防止
・長期休業前の生

活指導
・ 」R乗車指導
・椿外う《ネ曰

応急手当の

方法を身に

つけよう

・デザインスクー

ル前健康相談 (3
年)

。デザインスクー

・競歩記録会前健

康相談
・競歩記録会
・スクールカウン
ヤ ラー

健康観察の実施

健康相談
疾病治療状況の把握

手洗い、 うがいの励行

。障害の防止

・応急手当の方法

と実践

・学校環境の安全

点検
・寮避難訓練
。競歩記録会の安

全対策
・校外巡視

目の健康に
ついて考え

よう

・目の愛護デー

・スクールカウン

セラー

。健康観察の実施
・健康相談

目によい生活 。学校環境の安全

点検
。長期休業前の生

活指導
。」R乗車指導
・椿外部押

冬の健康管
理をしつカ

リしよう

・スクールカウン

セラー

・健康観察の実施
・健康相談
。かぜやインフルエンザ

の予防

・インフルエンザ
の予防
・手洗い、うがい

・学校環境の安全

点検
。冬の交通安全指

導
・椿夕ヽう《ネロ

寒さに向け

ての体力増

]会 をはかろ

う

。体育祭
・体業前大掃除
。工芸棟大掃除
。赤ちゃんとのふ

れあい体験学習

(3年 )

。健康観察の実施
・健康相談
。かぜ、インフルエンザ
の罹患状況把握
・室内の換気及び手洗い

うがいの励行
・久休入の億南生活キ旨道

。大掃除の実施状

況の点検
・清掃用具の点検

・インフルエンザ
の予防
。冬休みの生活

・学校環境の安全

点検
。長期休業前の生

活指導
・JR乗車指導

1 健康を意識

した生活を

しよう

・スクールカウン

セラー

・性教育講話

(2年 )

・健康観察の実施
。健康相談
。冬休みの健康調査
・治療勧告
。かぜ、インフルエンザ

の罹患状況把握

・インフルエンサ

の予防

。学校環境の安全

点検
・校外巡視
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心身の健康

生活を実践

しよう

・入選前大掃除
・卒業式前大掃除
・ スクール カウン

セラー

。健康観察の実施
。健康相談
。かぜ、インフルエンザ
の罹患状,財巴握
・室内の換気及び手洗い
。うがいのElj行

。大掃除の実施状

況の点検

冬の14●力と栄養 。学校環境の安全

点検
・校外巡視

1年間の生

活 を振 り返

り反 i2iし よ

つ

年度末1大掃除
工芸棟大掃除

・健康観察の実施
。一年間の健康生活の反

省
・春休みの健康管理・生

活指導
。新年度の計画

・保健室の整備
・学校環境衛生検
査結果等のまとめ

と次年度への課題

整理
。大掃除の実施状

況の点検
.浩 場 田 旦 の 占胎

。1年間の健康生

活の反省

・学校環境の安全

点検
。JR乗車指導

8 達成 目標 (評 価の視点 )

(1) 生活指導・特別支援
・ 基本的生活習慣 の改善ができたか。
・ 教職員間における情報 と指導意識 の共有ができたか。

・ 生徒個 々に 目を向けた指導ができたか。
・ 講座 が有意義な ものであったか。

(2) 生徒会、寮生会指導
。 各行事、事業の充実に向けた指導ができたか。
・ 生徒会、寮生会の活動が主体的な ものであったか。

・ 予算の執行が的確であつたか。

(3) 保健・環境
。 生徒が主体的に健康管理や安全確保に努 める姿勢 を育成できたか。

・ 生徒が主体的 に清掃 に取 り組み、環境衛生の意識 を向上す ることができたか。
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<進
1 活

路 指 導 部 >
動 目標

キャ リア教育の推進 による進路実現の充実

早期か らの計画的な進路指導

資格取得の推進

今年度の重点課題

)進 路意識 を高 め、キャ リア発達課題 の達成 を 目指 し自己実現に向けて 自発的に努

力す る態度 を育成す る。

) 自己理解 を深 め、個性や能力・適性 に応 じて進路 目標 を設定す る力を育成す る。

) 個に応 じた進路開拓や情報収集 。発信 を図 り、進路実現 を達成す る。

課題解決の方策

) キャ リア教育 を踏 まえたく教職員全体での 3年 間 に渡 る進 路活動 の確 立

・ 汎 用 的能 力 との関係 を明確 化 した 3キ ャ リア発 達 にか か わ る諸 能 力・ 基礎 的

年間の計画 を作成す る。
・ 教務部・ 各学年担任 との連携 によ り、 LHR・ 総 合学習・高大連携 の相、互関係

を明確 化す る。

教員 へ積 極 的 に進 路情報 を提 供 す る。

外部組 織・ 講 師 との連 携 を行 う。

進 路 の しお りの改訂 と進 路指 導 室運 営 の見直 し

進 路 の しお りを活 動 実施 時 の ワー クシー ト・ レポー ト・ カルテ と して発行 す

る。

進 路室利 用方 法 の 明示 と生 徒へ の利 用 を喚起す る。

計画 的 な模 擬 面接練 習 、生 徒 の状 況 に応 じた面 談 。イ ン ター ンシ ップ を実施 す

る。

模 擬試 験 。検 定 。進 学講 習 の効 果的 な運 営

検 定・ 模擬 試 験 の年 間予 定 を保護 者 に送 付す る と ともに生徒 に も配 付 し計画 的

な受験 を促 す。

学級 担 任 と教科 担 任 の連携 に よ り学習 お よび資格 取 得 へ の意識 の高揚 を図 るこ

模 擬試 験 前 後 に講 習 にお い て指 導 を行 い 、進 路 実現 に向 けた学習 活 動 の定 着 を

図 る。

１

２

３

２

３

(2)

(3)

4 各種委員会

委 員会名 担  当 者 主 管

推薦 委員会 碇  矢 進路指導部

業者選定委員会 碇  矢 事 務

修学旅行委員会 三  谷 総務 部

学校情報委員会 里予  本| 総務 部
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6 年間計画
月 第 1学 年 第 2学年 第 3学年

目

標

○自分の思いや意見を適切に伝え、互

いに支えわかり合える友人関係を築

く力をつける。

C)自 分の能力・適性を理解 し、それを

伸ばす努力をする。

C,進路や職業に関する様 々な情報を収

集・探索 し、実現に向けて適 Ly」 な計

画を立てる力を養 う
=

○働くこと・学ぶことl10意 義を理解さ

せる。

○自分の役割や他者の個性を理解し、協

働して物事を進める力をつける。
○自分の興味・関心や個性を理解し、自

分から進んで行動する態度を育てる。

○職業についての総合的 。現実的な理解
にもとづき、自分の将来像を設計し、

進路計画を立てる力を育てる。

○将来設計に基づいて、今取り組むべき

学習や活動を理解し、行動させる。

0リ ー ダー・フォロワーシップを発揮 して

相手の能力を引き出し、チームワークを

高める力や態度を育てる.

0社会との関わり方を考えながら、自己の

職業的な能力・適性を伸ばすよう努力す

る態度を育てるで

01手来設計、進路希望の実現を目指 して課

題を設定し、その解決に取 り組む姿勢を

身につけさせる。

○生きがい 。や りがいが有 り自己を活かせ

る牛き方や進路を現実的に考力させる^

4 ■新入生オリエンテーション

●進1各希望調杏 (撞休中 )

■進路ガイダンス (見学について )

●准魃井望誦容 r表 量株当由ヽ
●進路希望調査 (春季休業中)

5 ▼公務員模試

▲「進路」とは何か「仕事」とは何か

▼全統模試 ▼公務員模試 ●進路面談 (全員 :担任・進路指導主事 )

●進路適性検査 (必要に応 じ)

▼公務員模試

●日本学生支援機構申込 (第 1回 )

★推路議話 (層籐書の書去芳)

★ 自分を見つめる (自 己理解 )

▲地区懇談会 ■進路講話 (総 合学習 )

▼公務 昌樟試 ▼
=語

給常 ▼津車綸庁

▲進路面談 ▲地区懇談会

■進路講話 (総合的な学習 )

▼公務 昌樟試  ▼革語綸帝 ▼ ,車車給帝

●進路用写真撮影 ★進路の流れ再確認

▲地区懇談会 ★出願書類の書き方

▼公務昌樟試 ▼本語給帝 ▼津車給市

★各種検定・資格について

▼公務員模試

▼公務員模試 ■求人票受付開始 ★就職者説明会

■三者面談 (夏 季休業中)

▼公務員樟試 ■駿台マーク樟試

8 ■コース制ガイダンス

●進路面談 (希望者)

▼漢宇検定

■職業について考える

▼漢宇検定

●三者面談 (夏 季休業中)▼ 自衛官講習

●進路希望調査 (夏季休業中)

●模擬面接指導 (個別)★進学者説明会

●就職推薦会議 ●大学AO入試開始

▼漢宇栓宇

9 ■就職について知るO
●進路希望調査 (学期間休業中)

●進路希望調査 (学期間休業中)

■デザインスクール

★受験に向けて ●模擬面接指導 (個別)

▼駿台ベネッセマーク模試

●前期期末考査 ●進学推薦会議

●就職応募・採用開始
● 白衛 官 ・ 一 鱈 苗 住 趙 生 枢 田計 蛤

■就職について知る② ★内定・合格後の生活について

●模擬面接指導 (個別)

▼駿台ベネッセ記述模試

●専門学校推薦入試開始
●+生ス計や /ヽ々 ―計胎出F百

▲地区懇談会

■職業講話

▲地区懇談会

■職業講話

★社会人とは ●模擬面接指導 (個別 )

●大学推薦入試開始

● 日本学生支援機構申込 (第 2回 )

■進学について考える

▼駿台全国マーク模試

●模擬面接指導 (個 別)

■先輩の話を聞く会 (2年へ派遣)

▼センター試験ブレテス ト

1 ■先輩の話を聞く会

▼英語検定 ▼漢宇検定

■先輩の話を聞く会

▼英語検定

▼英語検定 ▼漢宇検定

★進路活動の反省 ・

●模擬面接指導 (個 別)

●大学入試センター試験

●大学一般入試開始
■ 牛 悲 の 話 か 闇

`全
rl生 へ 派 浩 、

2 ●進路面談 (全員 )

★推路指導押常について

●進路面談 (全員)

■薔棒計監ルけ
`↑

σ

3 ▼駿台全国マーク模試 ▼駿台全国マーク模試

●面接指導 (全員 )

★求人票の見方

● :行事等  ■総合的な学習 ★ :LHRで の指導 ▲ :そ の他  ▼ :検 定・模試

7 達 成 目標 (評 価 の視 点 )

(1) キ ャ リア教 育 の推進 に よ り進 路 実現 が充実 したか。

(2) 早期 か らの計 画 的 な進 路指 導 が で きたか。

(3) 資格 取得 が推進 され たか。
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学年・学級経営計画
: りl

、べ か えず  一 示 一Πボ
コを高 めて い く

７
級
経
営

学校・寮生活で基本的生活習慣を身につけ、目己管理能力と位会性を育む。

日標の実現に向けて、仲間と共に支え合い、努力 し継続する力を育む。

新たな出会いを大 L‐mに し、他を認め、豊かな人間性を育む。

１

２

３

学年 目標

可丁琴

「

竃

「

雇

「

琴

「

TttЪ課題を設定し、課題解決の方法を追求できる。
2 生 徒 指 導  :基本的生活習慣を確立する。
3.進 路 指 導 :自 己理解を深め、進路目標を意識した行動ができる。
4.健康・安全指導  :危険に対する認識を深め、自己管理能力の育成ぃ      _____

平剛
　
　
期

おける基本的な規則を身につけさtの重点 :本校 の特 色を知 !

４

日

○本校の特色を理解するとともに、高校生活での目的意識を持たせる。
∩高オ李什活 春牛活の規往のIIt認 及でバ滴応のllT進 を図る

^

入寮式
入学式
高体連
宿泊研修
前期中間考査
学校祭
全校集会
本の手づくり展
高文連
森林探訪
前期期末考査
計 卸 終 輩 キ |

５

日

0個別面談をとお して生徒理解に努める。
0基本的生活習慣の確立を図るら

６

月

○中間考査への取 り組み指導及び事後指導を行 う。
①宿泊研修をとお し、自己理解を深め、他を尊重する集団意識と童立

７

日

〇学校祭をとお し仲間の大切さを理解 させると共に、協調性、主体性を養 う。
0長期休暇の渦 ごし方指導をする。

８

月

○生活規律、学習態度の見直 しと徹底に努める。身だしなみ指導c

O個男|1而 談″とお し、生待理解に努める.

９

日

○前期期末考査への取 り組み指導及び事後指導を行 う。
∩本株粋訪 かル去 l Jヒ滞う首の大の′障暫や 自然の大切さをIEW解 させ る.

後

　

期

の重点 :次学年に向けて明確な目標を持たせ、今後の進路に対する意識を高める。
１０

月

○学習相談をとお し、個々の 目標への意識作 りを行 う。
∩前期の圧省 評価を行い、後期の 目標 と見,涌 しを 1、 たせるハ

後期始業式
高大連携教育
後期中間考査
全校集会
体育祭
3年生を送る会
学年末考査
卒業式
後期終業式

Ｈ

月
○健康等の自己管理能力の育成を図るc

O進路指導を行い、意識の高揚を図る。
∩後期 中FB5者杏への取 り細み指導及び事後指導を行 つ

‐２

月

○長期体暇の過 ごし方指導をす る。
0体育祭をとお し、団結す ることの意義を理解 し、クラスの連帯感を高める

１

日

○個別面談をとお して生徒理解に努める。
03年生を洪る会の活動をとお し、上級学年になることへの意識作りを行う。

２

月

〇学年末考査への取 り組み指導及び事後指導を行 う。
0学習相談を涌 し、個々の目標に向けた具体的な取 り組みの指導を行 うc

３

月

○ 自分の適性 を理解 させ、 日標 と実現のための見通 しを持たせ る。
∩大年産の厚省 評価を行い、次年庁の計画を立て させ る^

達成 目標

評価視点

I 自立 した行動をとり、活力に満 ちた学校生活を送 らせ ることができたか3

2 学校生活、寮生活における規律を守 らせ ることができたか。
3.基本的生活習慣 。学習習慣を定着 させ ることができたか。
4.他 を尊重 した社会性のある行動をさせ ることができたか。
F 白戸の結 4・4‐ ι

「
っいての理健を保 1´ 准路に対す る音識 を持たせる二とがでまたか

^

副 委 員 長 :伊藤 さくら
吉田萌々子

書   記 :鈴木 花音
平館  萌

会   計 :小 田かすみ乃
田辺 膚」大

松崎 里織 佐藤 那菜

伴野 樹菜

板橋  樹 大水 理蓮
小倉 夕奈 佐藤 綾音
高橋 央馨 田中みのり

長岡 渓汰 横内 颯太
吉田菜々子

戸川 風美

山本  周

後藤 雅史

櫻井 風土

高山紀久恵
中村  遥
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2学年 学級経営計画 :池 田 教 朗    副担任 :

単 郷乏目幕雲 :LOVE`し PEACE

学
級
経
営

①
②
③

規律ある生活を送るために、自己管理をする力の育成

進路における目標を持ち、その実現に向けて自ら考え行動 し、努力し続ける力の育成

集団生活の中で、他者を認め、自己を見つめ直し、互いに高め合える関係性を作る

学年

目標

1.学 習 指 導  :計画性を持つて、主体的・継続的な学習習慣を確立する

2.生 徒 指 導  :生活習慣の質の向上を目指 して主体的に行動する

3.進 路 指 導  :自 己理解を深め、進路目標を意識 し、それに向けた取り組みを

自ら行 う
4.健康・安全指導  :自 己管理能力の育成と、他者に

一馴

期

前期 指導の重点 :中堅学年としての自覚を持ち、自分を見つめ直し、他と協調 して行動する力の

育成
４

月

○学校・寮のルールを再確認し、中堅学年として自覚 。実践させる

〇コース制の趣旨を理解し自分の選択した科目を意欲的に取り組二型壁
=

植樹祭
高体連大会
前期中間考査

村民運動会
木の手づくり展

学校祭
前期末考査

高大連携教育
デザインスクール

強歩記録会
前期終業式

一ｂ

同月

○全体・個別指導を通 して生徒理解に努める

〇学習規律の徹底を図る。       _
６

月

○中間考査への取 り組み指導及び事後指導を行 う

○ 自己の適性や関心について基づいて進路について具体的に考えさせる
一／

「月

〇学校祭をとおして、協調性を高め、集団のために主体的に行動させる

○長期休暇の過ごし方指導をする
８

月

○生活規律、学習態度の再確認と徹底に努める

0/1N体・個別指導を通して生徒理解に努める
９

月

○前期期末考査への取 り組み指導及び事後指導を行 う

○デザインスクールをとおして美術 。工芸の見識を深め意欲を喚起する

後

　

期

後期 指導の重点 :自 己の進路について考え、日標を明確に し、それに向けた一層の努力をする。

１０

月

○国際理解教育などを通し、コミュニケーション能力の育成を図る

〇前期の反省、評価を行い、後期への目標をもたせる    __
Ｈ

口月

○健康等の自己管理能力の育成を図る

○進路指導を行い、意識の高揚を図る

○後期中間考査への取 り組み指導を行 つ

祀

日

○長期休暇の過ごし方指導をする
○体育祭をとお し団結することの意義を理解し、クラスの連携を高める

１

月

○全体・個別指導を通 して生徒理解に努める

0卒業制作発表をとおして、最上級学年としての意識作りを行 う
２

月

○学年末考査への取り組み指導及び事後指導を行 う

〇進路個別面談を通し、個々の目標を明確にし、学習意欲を喚起4
３

月

○本年度の反省、評価を行い、次年度への目標を持たせる

0卒業脚1作や学習課題について考えさせ新年度を迎える意識を形成する

達成

目標

1丁 他者との関わりの中で、互いを思t｀や り、支えあう力をつけさせることができたか

2.校則や寮規則、授業などの規律を意識 し、自律 した生活を送らせることができたか

3.目 標を設定し、学習 。制作に主体的かつ継続的に取り組むよう支援できたか

4 他を尊重した社会性のある行動をさせることができたか

5.自 己の適性についての理解を促 し、進路に対する意識を持たせることができたかL___

前期学級組織
長
長
記
計

躊
葬

学
副
書
会

澁谷 詩音
小林 ゆりか  安東
中漬 芽依   三浦
佐藤 拓斗   宮田

生
輔

龍
悠
茂

生

徒
太

ム

寮
生
会

/1‐
投 保 委 員 剥書 李 彗径軍チ葬

官 田  紳リ . 未 円  琴 音 中 i百 円 二琴  高 橋  僚 奈 田 写 r朗 菜 々

）宇 係 t育係 合 コ 掲示係 号 イドイヌス 庶 オ 係

鈴木 絵 瀬戸 口亜加晋

白柳 緋里 寺地凛

鈴木 空大 稲辺みの り

川原 藍梨 今井涼

會田 サキ 川尻舜

稲辺みの り

菊地 竜平

竹村  英
宮田  茂

長尾 匡洋

田本寸 まう

若月  匠

相田 小春

大城 美瑠
碧FER   禾□

鈴木あゆみ

樋 口 朝妃

橋本あゆり

竹村  英

細越 愛未

菊地 竜平
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&目 襦 |

字
級
経
営

0規 律ある生活を送 るために、目己管理 (健康 と安全、その他 目分に必要な準備)をす る力の育成。

② 目標の実現に向けて自ら行動し・努力し続け、互いに切磋琢磨し合える関係性を作る。
③ 集団生活の中で、他者を認め、自己を見つめ直し、自分達で生活の質を向上させられる力の育成。

学年 目標
1.学 習 指 導  : 計画性 を持 ち、主体的に努力を続け、 目標に応 じた結果を出す。
2.生  徒 指 導  : 向上心を持 ち、 自らを律 し、協調性・ コミュニケーション能力を養 う。
3.進 路 指 導  : 自己理解を深め、自ら夢のために、 自分自身に磨きをかける。
4_律康・安全指導  : より良い 。充実 した生活を洪ろ うとす る責欲 と自己管理能力を高める^

一訓
　
　
期

菫
（ 導 の 車 点 : r高 め 、 目 [

４

月
○最上級学年 として自覚 させ る。
○進路実現を目指 した計画 と行動を、
∩佃男|1面 談″涌 1´ て牛律理解に努め

主体的に取 り組ませ る。
白P聟燿を深めさせ る^

rlT奈生訳迎貸
修学旅行
高体連大会
3学年寮レク
前期中間考査
高大連携授業
村民運動会
木の手づくり展
学校祭
前期末考査

５

日

○全体・個別指導を通 して生徒理解に努め、進路意識の高揚を図る。
O前期中間考査への取 り組み指導を行 う̂

６

月

○学校祭に向けての指導を行 う。
0就職試験に向けた指導を行 う̂

７

月
○学校祭に向けての指導を行 う。
○長期休暇の過 ごし方を指導す る。
0三者面談を涌 lン て准路希望の決常を保す

８

日

0面援試験 に向けた指導 を行 う。
の准 学 に向けた指道 ケ行 う^

９

日

O前 期 末 考査 へ の取 り組 み 指 導 を行 う。
∩書佳堂 l― 由 lサ ■増 道 か′千ら

後

　

期

σ)電期
~る

、
１０

日

0国 際理 角年教 育 を通 して コ ミユニ ケー シ ョン能 力 を伸長 す る。
∩道 牌 面梓 か車柿 す る_rtt RII、

高大運携授業
後期中間考査
レクサン ド派遣
レクサン ド高受入
強歩記録会
寮祭
体育祭
三年生を送る会
学午末考査
卒業式

Ｈ

月
○後期中間考査への取 り組み指導を行 う。
○模擬面接 を実施す る。 (個別 )

0准路決常後の心構夕指導を行 う̂
‐２

日

0卒業市1作発表会及び 3年間の字び の ま とめ粘動 を行 わせ る。
0准路夫決 宇者へ の指導 を行 う^(個 男||)

１

月

03年 間の字習の成果をまとめさせ、卒業後の人生設計を行わせ る。
○学年末考査への取 り組み指導を行 う。
O家庭学習期間中の心構えについて指導す るぃ

２

月

○卒業式に向けた指導を行 う。

３

日

〇卒業式後の生活 、社会人 としての心構 えにつ いて指導す る。

達成 目標

１

２

３

４

計画性 をもつて字習に臨む とともに、主体的・継続的に学習に取 り組むことができたか。
規律を守 るとともに、他者 と協調 して互いに気遣い合 う雰囲気を作ろ うとしたか。
自他の存在を肯定 し、関わ りの中で教えあい、学びあい、助けあ う姿勢を伸長できたか。
白P,の個伴、能力滴・14にロロlン て准路について者 夕 求めちね′る力を伸幕 l´ ようル l´ だか^

長
長
　
記
　
計

囃
架

学
副
　
童
日　
会

ン

紅
デ

き
音
ろ
音
介

イ
　
　
ン
」

之

深

へ
る
爽

こ
潮
真

一

嵐

ヤ
三
守
川
谷
田

十
イ

五
ダ
矢
城
宮

沢
冨

ア ル バ ム

か
平
美
華

やさ
倖
知
彩

田
藤
原
村

田

池
伊
大
大

天
美
有

尾
橋

原

上
大
藤

池
大
金

黒

鼓
生
期
樹

成

翔

一

甕

丸

川

谷

田
間

菊
坂

本

大田喜  日 向
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(5
(6
(7

学 科 (工 芸 科 )経 営 計 画
1 目標
(1)美 術 ・ 工 芸 の 学 習 体験 を とお して 、造 形 体 験 を豊 か に し、造 形 的 な表 現 と

鑑 賞 の能 力 を高 め 、 文化 の発 展 に寄 与 す る態 度 と能 力 を養 う。
(2)北 海 道 の 木 材 資 源 の 工芸 的活 用 を図 り、 地 域 の振 興 に寄 与 す る。

2 重 点 課 題

(1)生 徒 一 人 ひ と りの 個性 ・ 想 像 力 を大 切 にす る造 形 教 育 の実 践 を推 進 す る。
(2)多 様 な生 徒 に対 応 す る教 材 の 開 発 や 指 導 方 法 の 工 夫 に よ り、個 性 を生 か し

た造 形 教 育 を推 進 す る。
(3)生 徒 個 々 の理 解 度 ・ 達 成 度 を的確 に捉 え、適 切 な指 導 を行 う。
(4)生 徒 個 々の達 成 状 況 を段 階 的 に評 価 ・ 把 握 した 上 で 、 的確 に次 の 目標 を設

定 す る。
安 全 教 育 を徹 底 す る。
高 大連 携 。学校 間連 携 の実施 と推 進 をす る。
教 育課 程 の精 選 と検 討 の推 進 をす る c

課 題 解 決 の 方 策
)チ ー ムテ ィー チ ン グに よ る き め細 か い 指 導 の実 践
)生 徒 の習 得 段 階 に応 じた教 材 の研 究
)生 徒 個 々 の 制 作 進 度 に対 応 で き る個 別 指 導 の 実践
)個 人 の達 成 目標 を明確 に した学 習 方 法 。評 価 の研 究

)生 徒 へ の安 全 指 導 の徹 底 と継 続 (工 芸 棟 使 用 法 、機 械 操 作 法 、止 血 法 、
服 装 頭 髪 指 導 等 )

)高 大 連 携 ・ 学 校 間連 携 の 実施 と推 進 に 向 け た研 修

)教 育 課 程 の研 修 と内容 の精 選

業 務 分 担

１

２

３

４

５

　

６

７

３

＜

＜

＜

＜

＜

　

＜

＜

係 業 務 内 容 担 当

庶 務 教 育 計 画 、 本 の手 づ く り展 、 渉 外 ○ 野 村 、澤 口

消 耗 品 。設 備 ・ 材 料 管

理

予 算 、 消 耗 品 購 入 お よび 管 理 、設 備 の 点 検 。整

備 ・ 補 充 、材 料 購 入 計 画 及 び 管 理 指 導

○ 野 村 、 澤 口

高 大 連 携 ・ 学 校 間連 携 高 大 連 携 ・ 学 校 間 連 携 に 関 わ る授 業 等 の 計 画 ・

連絡 調 整

○ 野 村 、 川 添

安 全 教 育 安 全 に 関す る指 導 ○ 川 添 、 澤 口

研 修 校 内研 修 、校 外 研 修 ○ 川 添 、 澤 口

制 作 支 援 ・ デ ッサ ン講

習

制 作 支 援 ・ デ ッサ ン講 習 の 計 画 と指 導 ○ 野 村 、 三 谷

各 種 委 員 会 担 当

教 育課 程委 員 会 野 村 、 川 添

入 学 者 選 抜 委 員 会 須 藤

国 際 理 解 教 育 委 員 会 押 見 、 川 崎

修 学 旅 行 委 員 会 三 谷

学 校 情 報 委 員 会 野 村
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1年 用 手 工 具 購 入 、 入 計

※ 高 大 連 携  2学
よ る連 携 授 業 )

米工制作 Ⅱ」ポー トフォ リオの作 り方 (東 海大学教官に

※ 高 大 連 携  3学 年 「課 題 研 究 」 市1作 の 進 め 方 、 ポ ー トフ ォ リオ 、 プ レゼ ンテ

― シ ョ ン に つ い て 東 海 大 学 教 官 に よ る連 携 授 業 )

訪
日

刹
Ⅷ

＞
、
本

旭

年

＜

学
く

携

業

づ

連

授

手

大

の

音
同

木

※

る

り 展

1

(1学 年 )

お もち ゃ 作 りの 考 え 方 (東 海 大 学 教 官 に よ

工 芸 棟 大 掃 除 計 画
北 支 部 美 術 展 (本 の 手 づ く り展 (札 幌 )、

※高大連携大学訪問 2学 年『デザインスクール』 3日 日程 (東 海大学校

での連携授業 )※ インテ リア史『 名作椅子について』 を含む

※高大連携  2学 年 「木工制作 Ⅱ」デザイ ン制作 とプ レゼ ンテーシ ヨンの方法

(東 海 大 学 に よ る連 携 授 業

工 芸 棟 大 掃 除 計 画 、 1日 体 験 入 学 、 高 文 連
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25年 度 入 学 生 か らの教 育課 程 )

。イ ンテ リア 史

生活 にお け る工芸 の意 義 を理 解 させ 環 境 につ い て 考 え る能 力

を高 め る。
・ 内 容  木 材 理 論 …生 活 にお け る工 芸 の役 割 を考 え 、素材 、用 法

を学 ぶ 。
イ ンテ リア 史 … 工芸 の歴 史 を とお して作 品 が持 つ様 々な要 素

を考 え、制 作 の方 法 を学 ぶ。

(2)工 業 技 術 基 礎
・ 目 標  工 芸 に使 用 され る材 料 の諸 性 質 及 び 、審 美 的 な特 質 につ い て

理 解 させ 、制 作 に必 要 な材 料 ・ 工 具・ 機 械 な どを正 しく使 用 し

手 工 具 を用 い適 切 な方 法 で制 作 す る能 力 を養 う。
・ 内 容  工業 技術 基 礎 …木 材 の加 工 を とお して性 質 、特性 を理 解 し

活 用 を学 ぶ。
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7 学 習 に つ いて (平 成 25年 度 入 学 生 か らの 程 )

1 学  年 2 学  年 3 学  年

工 業技術基礎  4単 位
・工具の手入れ ,使 い方

※ 美 術 1   2単 位

※ 工 芸 1   2単 位

・全「
、́一ハー十ィマ、陶芸

応

用

と

制

作

理

論

と

鑑

営

図 法 ・ 5

本 工 制 作 1 3単 位

・ 木製 お もちゃのデザ イ ン

・制 作,彫 刻 刀の使 い方

木 工 制 作 1 6単 位
。大 型 機 械 の 使 用 法

ス ツ ー ル ,チ ェ ス ト

工 芸 工 芸 制 作   4単 位

・ 半 期 こ と に コ ン セ フ トを た

て 設 計 し作 品 を お1作 十 ろ

工 芸 研 究   5単 位

・ コンセプ トをたて設計 し

作 品 を 制 作 す る

美 術 1単 位

3

描

画

素

絵

素 描    1単 位

4単 位

共 通 課 題 研 究   6単 位

・ 1年 間の制作の計画 をた

て 工芸 作 品 を制 作 す

理 論  1単 位 イ ン テ リア 史 1単 位

工 芸 Iは 必 履 修 科 目
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8 概 要 (平 成 28年 度 入 学 生 か らの教 育 課 程 )

(1)木 材 理 論 ・ イ ンテ リア史
。日 標  生活 にお け る工芸 の意 義 を理 解 させ 環 境 につ い て 考 え る能 力 を

高 め る。
・ 内 容  木 材 理 論 一生活 にお け る工 芸 の役 割 を考 え、素材 、用 法 を

学 ぶ。
イ ンテ リア 史 …工 芸 の歴 史 を とお して作 品 が持 つ様 々 な要 素 を

考 え、制 作 の方 法 を学 ぶ。

(2)工 業 技 術 基 礎
。目 標  工 芸 に使 用 され る材 料 の諸 性 質 及 び 、審 美 的 な特 質 につ い て理

解 させ 、制 作 に 必要 な材 料・ 工 具・ 機 械 な どを正 しく使 用 し手 工

具 を用 い適 切 な方 法 で制 作す る能 力 を養 う。
。内  容  工 業 技 術 基 礎 …木材 の加 工 を とお して性 質 、特 性 を理 解 し活 用

を学 ぶ。

(4)図 法 ・ 製 図
・ 目 標  製 図 に必 要 な基礎 的 な図 法 を理 解 させ 、形 態 と図 面 の 関係 を明

確 に し、製 図読 図 の能 力 を高 め る と と もに 、構 想 の計 画 と表 示 の

能 力 を養 う。
・ 内 容  図 法 ・ 製 図 … 図法 の種 類 と製 図 の基礎 の習 得 と製 図 の 実習 を

とお して作 図 と読 図 を学 ぶ。

(5)選 択 科 目 (工 芸 )工 芸 制 作・ 工 芸研 究
。目 標  基 礎 基 本 の積 み 上 げ か ら、 主 体 的 に意 匠加 工 を行 う力 を養 う。
・ 内 容  工 芸 制 作 …課 題 制 作 を とお して製 品 デ ザ イ ンの表 現 や 考 え

方 を学 び 自 ら工 夫 して制 作 す る力 を養 う。
工 芸 研 究 …工 芸 学 習 の ま とめ と し習 得 した技術 を制 作課 題

に生 か し、 自 らを表 現 す る こ とを とお して総 合

的 な視 野 を持 つ 造 形 力 を養 い 、鑑 賞 力 と豊 か な

心 を育 成 す る。
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学 習 系統 につ いて (平 成 28年 度 入 学 生 か らの教 育 課 程 )

※美術 I,工 芸 Iは 必履修 科 目
※ 3学 年 での課 題 研 究 、工芸研究 、美 術研 究 の時数が変化 して います 。

た か

応

用

と

制

作
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総合的な学習の時間 全体計画

1 総合的学習の時間の日標
横断的 。総合的な学習や探究的な学習を通して、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、より

よく問題を解決する資質や能力を育成するとともに、学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に主

体的、倉1造的、協同的に取り組む態度を育て、自己の在り方、生き方を考えることができるようにする。

2 本校の目標
全道唯一の村立工芸高校の生徒として自覚を持ち、地域との交流を深めるとともに、美術工芸を学ンド意欲を高め、

理角早を深める。

3 内容
(1) 育てたい資質や能力及び態度

① 進路情報を広い範囲から迅速かつ効果的に収集し、多角的 。実際的に分析する力

② 先人の歴史や本校の伝統などを受け継ぎ、美術工芸の作品制作に生かすことができる技能

③ 異校種交流や村民との触れあいによる他者の考えを受け入れ、尊重し理解しようとする態度

の関連項目である

リエンテーション

インスクール

※1 項目とは、 3 内容 (1)育てたい資質や能力及び態度

オ リエンテーシ ョン
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２

１

特別活動 全体計画
1 特別活動の目標

望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団や社会の一員としてよりよい生活

や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てるとともに、人間としての在り方、生き方についての自覚を

深め、自己を生かす能力を養う。

内容
1) ホームルーム活動
① 目標

ホーム′し́―ム活動を通して、望ましい人間関係を形成し、集団の一員としてのホームルームや学校における

よりよい生活づくりに参画し、諸問題を解決しようとする自主的、実践的な態度や健全な生活態度を育てる。

② 内容及び年間指導計画
省略 (LHR活動年間指導計画を参照)

2) 生徒会活動
(D 目標

生徒会活動を通して、望ましい人間関係を形成 し、集団や社会の一員としてよりよい学校生活づくりに参画

し、協力して諸問題を解決 しようとする自主的、実践的な態度を育てるi

※ 1

項 目とは、次のとお り学習指

導要領に示されている生徒会

活動の内容である。
1)生 徒会の計画や運営
2)異年齢集団による交流
3)生徒の諸活動についての

連絡調整
4)学校行事への協力
5)ボ ランティア活動などの

社会参加

|※ 2 寮生会の活動

(3) 学校行事
① 目標

学校行事を通して、望ましい人間関係を形成し、集団への所属感や連帯感を深め、公共の精神を養い、協力

してよりよい学校生活や社会生活を築こうとする自主的、実践的な態度を育てる、

牢 月 行 事  名 時 数 学 年 上自 目 .: 他の教育活動 との関連

前期

4

3業式 1 ツ・ HR(事 前 1旨増 )

入学式準備 1 ソ・ :く HR(墓 前 指 道 )

入学 コ 1 1 HR`喜 前 指 菫 )

1 全 3 HR r喧ぎ苛T十旨迪三)

見
`

行結団式 1 3 4 HR(事 前 指

甲 辱 行 30 3 4 HR (ξ tt R l。 「後指 導 )

1 1・ 2 1 HR (1事前Tキ旨

5 1 全 1 HR `=尋 祷 指

6

研 1雰 結団式 1 1 4 HR(事 前 指

研 修 18 4 掛 料 ・ 科 目 術 。工 芸 )

|1練 全 3 HR

7

交涌安全・薬物乱用防止講話 全 3 教 科 。科 目 (保偉 ・ ド育 )

ヨイ膚 6 2

攀一
ヽ
責 12 2

学 番後 片 づ け 2 5 特 印1活

3 5 HR
1 HR(事 前 指 重

8 全 本 HR(事 後指

9 牛 律 会 役 昌選 拳 1 2 特 男|1活動 (牛 会 活 動 )

冬業式 HR(事

②

②

(1)(2)(3)
(1)(3)

お さしまボランテ

1)(3)
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丁 名 F貝 日来 1 他 の 活動 との関連

後期

10

後 期 始 業 式 1 全 HR 導

大掃除 ，
″ 全 HR

滸難訓練 1 全 3 HR

大掃除 3 全 5 HR

全 HR
1 全 1 HR 目写

９
´

1 全 5 HR 旨道

単 百三‐ 螢
=41ヨ

ゴ 。 1 全 1 HR ０
日

ネ腋 指 導 。同 : 2 3 1 HR 1日 ‖

3
卒業式 3 6さ HR

大掃除 1 5 HR

大掃除 , ・ 2 5 HR

修丁式 1
●2 HR

項 目とは、次のとお り学習指導要領に示されている内容である。                |
1)儀式的行事   (2)文 化的行事   (3)健 康安全 。体育的行事   (4)旅 行・宿泊的行事 |

5)勤労生産・奉仕的行事                                  :

3 特別活動の 5つの観点

「ホームルーム活動」 「生徒会活動」 「学校行事」を通 して育てたい能力や態度を明確にするべく、 5つ観点を設
定 しているc

|(A)望 ましい集団活動の展開と望ましい集団の育成            |
|(B)個 人的な資質の育成                        |
|(C)社 会的な資質の育成                        |

| |ヨ }臭嵩Tし季傍理劣秀屋響募倦っぃての自覚と自己を生かす能力の育成  |

4 特別活動の項目

「項目」は、次のとおり学習指導要領に示されているホームルーム活動の内容である。

ホームルームや学校の生活づくり
ホームルームや学校における生活上の諸問題の解決
ホームルーム内の組織づくりと自主的な活動
学校における多様な集団の生活の向上

適応 と成長及び健康安全
青年期の悩みや課題 とその解決
自己及び他者の個性の理解 と尊重
社会生活における役割の自覚と自己責任
男女相互の理解 と協力
コミュニケーション能力の育成と人間関係の確立
ボランティア活動の意義の理解 と参画
国際理解 と国際交流
心身の健康 と健全な生活態度や規律ある習慣の確立
生命の尊重 と安全な生活態度や規律ある習慣の確立

学業と進路
学ぶことと働 くことの意義の理解
主体的な学習態度の確立と学校図書館の利用
教科 。科 目の適切な選択
進路適性の理解 と進路情報の活用
望ましい勤労観・職業観の確立
主体的な進路の選択決定と将来設計

Ｄ

ァ

ィ
ゥ

幼

ァ

ィ

ゥ

ェ
ォ

カ

キ

ク

ケ

”

ァ

ィ

ゥ

ェ
ォ

ヵ

-35-



5 組織編成
(1) 生徒会機構

常任委員会

学 級 委 員 会

生 活 委 員 会

保 健 委 員 会

図 書 委 員 会

選挙管理委員会

○書  記 :池田さやか (3年 )

○会計監査 :今井  涼 (2年 )

大田原知美 (3年 )

田村 まう (2年 )

(2) 生徒会役員

○会 長 :伊藤 倖平

○副会長 :五十嵐深紅

○会 計 :矢三 るき

(3年 )

(3年 )

(3年 )

(2年 )

(2年 )

里

依

緋

芽

柳

濱

白

中

6 部活動組織

生
徒
指
導
部

アルヘ ンスキークロスカントリースキー ハ
゛
卜
｀
ミントン 工芸 美術 軽音楽 家政 文芸 計

男
一ｂ 6 3 10 6 0 3 44

女 4 4 0 13 31 12 7 72

計 9 10 3 23 42 18 7 4 116
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LHR活動年間指導計画
|

午
標

学
目

初心忘れるべからず 一歩一歩、確実に自己を高めてヽヽく

LHR
目 標

互いを知り、人間関係を深め、学級全体の連帯感を高めて t

将来を意識 ヒ́、積極的に進路活動を進める.

くヽ3

学

期
月 活 動 内 容

,it

‖lj tt
指導方法及び育てたい力 項 目

5つの観点

A B C D E

一副

期

4 担任所信表明 1 担任講話、活気があり自立した生活を送る意欲 (1)ア
―

l

オ リエンテーシ ョン 9 担任講話・アイスブレイキング、クラス√)団 結 (2)オ ∩

前期役員選出 1 役員選出、集団1/2た めに自ら行動する姿勢 (1)イ ◎
r~l

対面式事前指導 1 自己紹 チ)、 自他 ＼́√)理解・学校生活´`ヽの意欲 (2) イ (リ 〇

5 生徒総会議案書審議 1

9

議案書審議、自主性 と協調性 (1)ウ (1
`⌒

)

宿泊研修事前指導 日程 。内容の確認、積極的に参加する意欲

係分担決め、集団のために行動する姿勢

(1)イ

(2)ウ ∩ (つ

〇

6 学校祭準備・指導 1 概要説明・役割決め、主体的に参加する姿勢 ウ ()

携帯マナー教室 1

1

1

講師講話、社会性 とネットモラル (2)オ ○

０
こ

学校祭係活動 より良い学校祭にするために強調する力 (1)ウ ○ ○ ○

自分を見つめる クレベ リン結果を使用 (3)エ ○ ○ ○

7 各種検定資格について 1 進路υ)し お りを使用 (3)カ 〇

（
◎

学校祭準備・指導 コミュニ ケーシ ョン能力・発想力・行動力 ウ ○ （∪

8 夏季体業明け LHR 1 服装 。頭髪点検、規範意識 ク 〇

9 前期の反省 1 講話、自己を見つめなおす力 イ (η ⑥
） `｀

後

期

後期役員選出 1 役員選出、集団のために自ら行動する姿勢 (1)イ ◎ (」

体育祭原案審議 体育祭審議、協調性・危機管理能力 (3)ク (_l 〔
^)

公務員について知 る 進路の しお りを使用 (3)ア | ○ (をヽ

体育祭練習 2 説明 。ルール理解、自主性・協調性 と団結力 (2)オ ◎

大学について知 る 1 進路の しお りを使用 (3)アオ ○ ◎

1 冬季休業明けLHR 1

1

1

服装・頭髪点検、規範意識 ク (■

3送会事前指導 心構え指導、感謝 。思いや りのりと (2)オ 〇 ◎

専門学校について知る 進路の しお りを使 用 (3)アオ (, ◎

つ
´ 進路規程について知る 1 進路の しお りを使用 (3)カ ○ ◎

卒業式準備 1 心構 え・礼法指導 (2)オ ○

3 進級 を前に 講話、進級に向けての覚悟・計画性 カ 〇

※ 5つの観点  ◎～特に指導の重点とする観点、○～重視する観点
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年
標

）宇
目

LOVじ でCPEACE

LHR
目 標

互いの考えを認め合うとともに、他者に対 し自らの思いや考えを適切に表現でき

社会で求めらオlる 力を情報収集のもと理解 し、進路を意識 しつつそれを身につけ

力を育成すζ

ことを育成| る

一写
期

月 活 動 内 容 指導方法及び育てたい力 項 目
5つの観点

A B C D E

ニ
ーー

期

4 担任所信表明、心構 え 1 担任講話、活気ある自立した生活を送る意欲 (1)ア 〇 ○

前期役員選出 役員選出、集団のために自ら行動する姿勢 (1)イ ◎

一
○

5 生lt総会議案書審議 議案書審議、自主性 と協調性 (1)ウ ○ ○ ∩
Ｘ

6 学校祭要項審議 1

1

1

学校祭要項審議、見通 しを持 つた企画力 (1)ウ ○ 0

携帯電話マナー教室 講師講話、社会性 とネッ トモ ラル (2)オ ◎

学校祭係活動 より良い学校祭にするために協調す る力 (1)ウ ○ ○ ○

7 学校祭準備 コミュニ ケーション能力、発想力、行動力 (1)ウ ○ ○ ○

8 百季休業明け LHR 服装・頭考点怜 、 1見 節音識 ク 0 ○

9 デサ
｀
インス7-ル事前指導 ) 目的確認、段取 り力、自ら学び取る姿勢 (3)ア ○ ◎

一

後

期

後期へ向けて l 高校生活後半′ヽの展望、進路のしお りの活用 (3)エ ○ ○

後期役員選出 1 役員選出、集団のために自ら行動す る姿勢 (1)イ ◎ ○
・サ インスク→レ反省 , 学びを今後に活かす力 (3)ア ○ ◎

体育祭原案審議 1 体育祭審議、協調性、危機管理能力 (2)ク ○ 〇

職業ガイダンス 1 自己理解、適性 (3)エ ○ ○ ○

llk育祭練習
０
し 説明 。ルール理解、自主性、協調性 と団結力 (2)オ ◎ ○

1 冬季休業明けLHR 1

1

1

服装・頭髪点検、規範意識 ク ○ 〇

◎3送会事前指導 感謝、最上級学年としての意識付け (2)オ ○

学年末考査指導 学習計画作成、自主性・計画性 (3)イカ ◎

ワ
“ 卒業式準備 1 心構え・礼法指導 (2)ウクケ ○

一〇
一

〇
一◎
一

求人票の見方 1 進路のしおりを使用 (3)アエオカ ○

3 進級を前に 1 講話、 3年次に向けての強い覚悟、計画性 (3)アカ ◎

1年間の反省 l 自己を見つめなおす力、向上心 (1)イ ○ ◎ ○

見学旅行事前指導 2 目的確認、段取 り力、協調性 (2)イオク ○ 〇

※ 5つ の観点  ◎～特に指導の重点とする観点、○～重視する観点
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午

標

字

目

夢 を楽 しむ !

LHR
目 標

挨拶、礼儀、自己管理など生活に関する当た り前の事を 「きちんと」する力を育成する。

アイディアにあふれた問題解決の手段を自ら考え、対応力を養い、活躍する力を育成する。

学

期
月 活 動 内 容

予定

時数

指導方法及び育てたい力 項 目
5つの観点

A B C D E

ユ馴

期

4 所信表明、心構え 1 担任講話、計画性や見通しを持って行動する力

役員選出、集団のために自ら行動する姿勢

(1)ア ○ ○

前期役員選出 1 イ ◎ ○

見学旅行事前指導 3 集団行動における自律心、協調性 (2)イオク ○ 〇

5 生徒総会議案書審議 1

２

一
１

議案書審議、自主性と協調性 (1)ウ ○ 〇 〇

見学旅行の振 り返 り グループ発表、プ レゼンテーシ ョン能力 (3)イ ○ 〇

進路学習 思考力・ 自己表現力 (3)エ ○ ○

6 学校祭要項審議

携帯電話マナー教室

1 学校祭要項審議、自主性と企画力

講師講話、社会性 とネットモラル

(1)ウ ○ ◎

(2)オ ◎

学校祭係活動 活気ある学校祭にするための自主性 と協調性 (1)ウ ○ 〇 ○

ワ
イ 進路の流れ 1 進路の しお りを使用、自主性・行動力 (3)カ ○ ◎

学校祭準備 活気ある学校祭にするための自主性と協調性 (1)ウ 〇 ○ ○

8 1 服装・頭髪等検査、規範意識 (2)ク ○ ○

9 進路学習、面談 受験指導・面接練習、思考力・自己表現力 (3)エ 〇 〇

一

後

期

10 後期役 員選出 役員選出、集団のために自ら行動する姿勢 (1)イ ◎ ○

国際理解教育指導 留学生との交流、コミュニケーション能力 (2)キ ○ ○

体育祭原案審議 体育祭審議、協調性、危機管理能力 (2)ク 〇 ○

内定 。合格後の生活 講 話 自立・計画性 (3)カ ○ ○

体育祭練習 2

1

説明 。ルール理解、自主'性・協調性・団結力 (2)オ 〇 ○

社会人 とは 講話、責任感 。公共心 (3)ア ◎

一
○

1 冬季休業明けLHR 1 服装・頭髪等検査 規範意識 (2)ク ○ ○

家庭学習前指導 1 説明、自己管理能力 (2)ウ ○ ○

2 卒業式準備 1 説明、社会規範意識 (2)ウクケ ○ 〇

3

※ 5つの綿`点 ～特に指導の重点とする観点、○～重視 る観′点
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1 道徳教育の重点目標 (棋式図 )

lLi毎 ,1教 1年推進計山i】

‖Iかな,と、を古む教育r)推 i[

1卜 i芭 徳教デドの充
′

'こ
::ノ、確教育・リリ女1■,教 育′)

充■

:｀
アイヌ′)′、たち′,噴 ltや 丈

|し に関■~る
予 i‖ (′ ,充実

干| ・ fキ 11

各敦 f+・ fl‖ ′)‖ 標をi士 成す

る学習活動′,中 で道徳itを 青

成十る

(仰|)現 fヽ キ|:会

・ i十 年期とit

・道徳 Lは (カ ン トやア ダム=

スミスυ)考 え 17‐ )

(例 )保健 (11育

・ .円 :に 関するキ1業
・ !惑 染■i‖ 1題

2 実施内容及び年間計画

道徳教育 全体計画

【「卜臓教1'メ |!標 〕

造I夕 11:臓 を可kれ 、創造ノJを 育成する

(l)た t「t‖:4く を吼躍し、 自,｀ ).I´メ意欲を1l V′ ろ

(211111'卜 を生′うヽし、11か な |.1己 人lllを 目指す

(3)‖ 然に親 し■、lri性 を中か (二 十ろ

1関 係法 ()等

こ‖4く国憲υt

ご,教 イロ14く ユ:

=,′

|1交 11育

'よ)メ :l til指 導要槙及び1子「蒐

i■i教 店資
.教 育課『∴編成・賞地中

li徒 の .メ

`態,「 1己 Jミ ■ノ′が■しぃ

●リーダーシ ァ■′ti lし い

,「,崚 r府 付ゃ北ittjユ :二・Jい

て′)た lL′ いヽ13設 1(足

保護を・地ll14‐′,占 】
●′と、身と手,に 健やかな成1=

,I:`ギ lil舌
~1′

)自 立.と びヽ)育
"t

(■ ,や希望{二 Ⅲlか う姿勢の青

[.111勺 ′,各 FF事 への参カロ

二il也 域やヤ|[ヽ
.ユ

:支 |ハ l′ )

道徳教育υヽ lT点 ‖標

(1)白 li・ 自立の 11'fll l■ 114、 九:4く 的た 11れ1・
14慣 をIri二 つける

(2)‖ 己の理想の実現 :■ 1l t'Jliく ‖
'り

llむ 姿勢を身につ :ナ る

(:3)向 他の11命 ・ ノ、格を尊重し、 1:義 を :1ん じ、偏
'こ

υ
'な

い IL会 ′

共現十る心を―
il・ 成する

(4)北海道や青成「 府付ψ)歴 史的風 |:や 伝統文化の特性を41か しメ

がら、ヤ}11l o71各 lrt F i事 で貢IJ(十 ろ11徒 を―
il・ 成する

特り1活動

lF_「 ‖活動をとお して、個ヤ|:の

伸長を国 り、自 11的 、
.た

践的

な態 1生 を育て、 人間 として′)

在り方
′
liき 方について自党を

誅める

(口 l)

・宿泊口F修

・ 見学旅行
。進路説明会

言舌

総 合的 な
メ
lillの ‖

ろヽいろな活 lflllを とお して 、

各教子1・ 科 H及 び特り:活動で

キ:二 っ:ナ た知l ill・ 技能を開連
づ(ヤ 、自己し)イEり Jノ 11き ケに
ついて考えき l_tろ

:

(r■ )

・付内学校問連携 11業

・ 11 ltttlfll会

・森林探訪

・赤ちゃん との制:11も いrl験

i411舌 を とお し
‐
〔、 1ミ 1■ 1:“「

こお :lる 態1■ を青lltし 、おLな
な11活 1マ‖tを身につ:ナ ろ

`f呵

)

。毎月1/b■ li fl_会

・ 31111を 送ろ会

`|!り
| た施

'1

爽 施 教育課程 11の Ft置 づけ 実施学年

il期

1

浄iノ、
`liオ

リエンテニシヨン 総合的な学習′)時‖l 1

til“ 式 チ1交 行事

敵業と適ヤLに ついて 総合的な学 iti υ,‖ キ‖l

lil in研 修事前rtL備 l

森林探 lilJ 総合的な学習の‖年間

6

fit trl lllFl' 二校行事 1

交i亜女 ■活 lflb 総合的な学習の‖キド1 金

ittVttil■l言

=
ほ合的な学習′)‖キ間 1・ 2

交通安 全・薬物乱Hl防 lL講話 特りl活動 (学校行事) 全

ヤ・litttl」 Jl会 総合的な学習の時‖: 全

F校 祭準ltii 特ワ1活 rll(学 校行事) 全

9 デザインスクール 総合的な学習の時間

後 期

J際理解教育報11会 俗合的な`|:習 グ)ロキ間 全

li7年 十:交 流会・おり1れ 会 全

】

赤ち ゃん触 11カ)い f卜験 総合的 な学習 の時騨l

3年 生を送ろ会 学校行事 (寮生会活動 ) 全

2
十教育」絆話 総合的な学習″,時 間 2

牛柴式予行 学校行事 全

寮生集会 (随 時 ) 羊校イi事 (常 生会活動 ) 全

-40-



高大連携教育計画

高大連携教育 を通 して教育の内容 を充実 させ 、美術工芸教育の深化 を図 る とともに、

大学教員 との専門的研修 を推進 し教科指導力の向上を図 る。

2 今 年度の重点事項
生徒の学習意欲 。進路意識 の向上 を推進す る。        ・

教育課程 に位置付 け、内容 を充実 させ る。

将来、専門分野で活躍す る人材の育成 を推進す る。

達成状況 を段階的に評価・把握 した上で、次の 目標 の設定をす る c

連携 を教職員の研修 と位置付 け、資質の向上 を推進す る。

3 課題解決の方策
日常の学習形態 と異な る大学の専門教育 を受講 させ る。

年度初 めの段 階 で計画 を立 て、各科 目の実施 内容 と関連 させ た内容 で実施す る。

大学での体験 を とお して進路意識 を高 め具体化 を推進す る。

実施 ごとに生徒や教員 による評価 を行い改善 を進 める。

成果 をまとめ情報 の共有化 を推進す る とともに、校内研修 を行 う。

6 評価
学習意欲・進路意識 の向上 を推進 で きたか。
連携授業等が教育課程 に位置づ けで きたか。
専門性 に魅力 を感 じ、進路意識 に変化が見 られ たか。
連携授業等 を通 して授業 内において指導 と評価 の一体化 を推進 できたか。
連携授業 と関連 させ て教職員 の研修 を実施 で きたか。

標

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

に関 わ る授 業 等 の計 画・ 連 絡調 整 総務 部 …林 、澤 口

連携 に関 わ る研 修 とま とめ 総務 部 …澤 口

工芸科 …川 添

※  が 高 大

月 内 容

4 教育計画、 14平ザ可三
「

コE期 フ、、 わな糖 フ、言十画

5 ※高大連携 2学年「木工制作Ⅱ」
ポートフォリオの作り方 (東海大学教官による連携授業)

※高大連携 3学年 晴馴 知
ポートフォリオ・プレゼンテーションについて (東海大学教官による連携授勤

6 木の手づくり展 側 ||)、 森林探訪 (1学年)

※高大連携 1学年 「木工制作 I」

おもちゃ作りの考え方 (東海大学教官による連携授菊
7 工芸棟大掃除計画、高総文祭

8 木の手づくり展 (本明 、高文連名寄支部美術展
9 ※高大連携大学訪問 2学年『デザインスクーノL/」 4日 日程 (東海大学校舎での運開廃約

名作椅子について (関連 :イ ンテリア史)

※高大連携 2学年「木工制作Ⅱ」
デザイン制作とプレゼンテーションの方法 (東海大学教官による申

10 工勤 計画、 1日酸 、学、高文連全道大会

11 村文化祭

12 工芸棟大掃除計画、卒業生作品梱包

1 卒業生作品梱包 。発送

卒業制″笹易絆表計受業  (全圭1勺→避卦発注尭勤

2
3 学年末工芸棟大掃除計画
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学校 間連携教育計画

1 村内教育推進協議会学校間違携部会の活動 目標
この部会 は、豊 かな心を育むために、幼小 中高が連携 を取 り合 つて、異校種間の接続

を図 る とともに、地域 の特色 を生か し、他者や社会及び、 自然・ 環境 と直接的な体験活

動 の充実 と環境教育やふ るさと教育 への幅広い取組 をすす める。

2 担 当者
・幼児園    後藤 貴大
・小学校     花井 慎吾
。中学校     本多  弘
・小学校     芳賀 重紀
・高 校     林  一浩
・教育委員会  一岡 政紀

3 活動計画 について

(1)部 会
4月 26日 ( 学校間連携 「交通安全キーホルダー配布」

総会 、年間計画の確認

交通安全キーホルダー配布打 ち合わせ

交通安全キーホルダー配布反省

年度末反省、次年度計画作成

(2) 行事

交通安全 キーホルダー配布  7月 8日 (金 )

(3)授 業連携 (予 定 )

回

回

回

回

回

１

２

３

４

５

第

第

第

第

第

火
水

火

木

金

日

日

日

日

８

１

８

３

１

２

月

月

月

月

５

６

９

２

対 象 内 容 時 期 関係教員

＞
年

全

１

小
高

中 (全 )

美術 I)
地域 を題材に したデザイ ンの学習 未 定 楊

林
割

・・
‥
工

小
高

幼・ 高 未定 (年 度 内検討 ) 未 定 鶴

林
割

・・
‥
工

幼
高

小 (高 学年 )。 中 一島 絵 画 の題 材 未 定 杉

林

割

・・
‥
工

中

高

ノlヽ (低

昌

中学年 ) 木材で工作す る題材 未 定 小 :花井

高 :林
工芸科

小 (低 学年 )・ 幼 生活科

(前 年度 をベー スに担 当者 間で調整 )

未 定 藤

井
後
花

幼

小
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いじめ対策

1 日常の指導体制 (未然防止・早期発見)

【報 告 】

教育委員会

・学校いじめ防止基本方針  ・いじめを許さない姿勢

・風通しのよい職場     。保護者や地域との連携

【情報共有】

【対策策定】

生徒指導部

(職員会議 )

いじめ対策委員会の準備

・学校いじめ防止基本方針の見直 し

。年間指導計画の調整

(学年・教務部・生徒指導部・教育相談委員会・寮職員)

・校内研修会の企画・立案

・調査結果、報告等の情報整理・分析

・いじめが疑われる案件の事実確認・判断

◇教育指導の充実

。学びに向かう集団づくり

,意欲的に取り組む授業づくり」

◇特別活動、道徳教育の充実

・ホームルーム活動の充実

。ボランティア活動の充実

◇教育相談の充実

・定期面談、随時面談

◇人権教育の充実

・人権意識の高揚

・講演会

◇情報教育の充実

◇保護者や地域 との連携

・学校いじめ防止基本方針等の周知

・教育活動の公開

早期発見

◇情報の収集

・教員の観察による気付き

・養護教諭からの情報

,相談・訴え

(生徒・保護者・地域等)

・アンケー ト

・各種調査、分析

・面談

◇相談体制の確立

・相談窓回の設置、周知

◇情報の共有

・報告経路の明示、報告の徹底

・職員会議等での情報共有

・要配慮生徒の実態把握

・進級時の引継ぎ
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2 重大事態・緊急時の組織対応

いじめ認知

生徒キ旨導音「長双D( 教頭

日常の指導

体制の充実

職員会議

【情報共有】

【対策策定】

いじめ対策拡大委員会の招集

【緊急対応】

◇構成員 (緊急性・重大性に応じて随時設置)

校長、教頭、教務部主任、生徒指導部主事、

担任、養護教諭、教育相談委員会、寮監、

スクールカウンセラー 他

◇いじめ認知、報告

◇調査方針・方法等の決定

目的、優先順位、担当、期日 等

調査・事実関係の把握

◇指導方針・指導体制の確立

指導・支援の対象と具体的な手立て

・特定 (被害生徒,保護者、鵬生徒.保護者)※懲戒

・一部 (観衆、傍観者 )

・全体 (全体、学年、学級 )

いじめ解決への指導・支援

継続指導・経過観察

◇事態収束の判断

被害生徒がいじめの解消を自覚し、関係生徒との

関わ り方が良好になつているか。

関係機 関

・警察

・福祉機関

・医療機関

【指導・支援

【重大事態】
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校舎平面 図

木 材 1  機械加工実習室

組立実習室

2 組立実習室・機械加工実習室

施設設備 の概 要
1 図書室

分

類

000 100 200 300 400 500 600 700 800 900
計

総 記
学

教

折
口
を示

史

誌

歴

地

△
ム
）軍
・

社

科

然

学

自

科

学

業

工

工
産 業

術

動

芸

運
語 学 文 学

腋 272 171 275 221 241 72 16 431 92 1326 3117

ロ ロ 目 数量
ロ
ロロ 目 数量

1 自 動 一回 金包 1 20 靡
電 動 鋸 2

2 手 押 金包 1 21 ジ グ ソ 2

3 丸 鋸 昇 降 盤 1 22 ベ ル ト サ ン ダ ー 1

4 柄 取 機 1 23 木 工 旋 盤 2

5 超 仕 上 飽 盤 1 24 ル タ 1

6 研 磨 機 1 25 チ ツ バ 2
7 角 の み 機 械 2 26 チ エ ン ソ 3
8 糸 鋸 機 11 27 世π 鋸 2
9 プ レ ス 2 28 コーナー ロッキングマシン 1

10 電 動 木 彫 機 5 29 軸 傾 斜 丸 鋸 盤 1

11 2 30 ジャンピングクロスカットソー 1

12 電 気 ド リ ル 2 31 ボ ー リ ン グ マ シ ン 1

13 乾 燥 機 1 32 丸 棒
古
日 機 1

14 ボ ル 盤 3 33 ト リ マ 4

15 コ ン プ レ ツ サ 3 34 ネ南 助 ロ フ 1

16 1 35 レ ー ザ ー 加 工 機 1

17 サ ン ダ 2 36 ス ポ ン ジ サ ン ダ ー 1

18 移 動 式 集 塵 機 3 37 卓 上 丸 鋸 盤 1

19 能 糸 鋸万 盤 3 38 ztYf'tvy>r"* 1
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チセネ シ リ寮概要
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８
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１

月

月

３

８

年

年
年
　
　
８

４

４

　

　

２

　

名

１
　
　
成
　
９

成
成
築
築
平
　
２

平
平
増
増
　
　
２

部
部
修
　
計

築
事

一
一
改
　
合

増
工
寮
寮
寮

　

，

部
修
子
子
子
　
名

一
改
女
女
男
　
３

日

日

日

日

日

日

　

１

０
０
７
１
８
３
　
１

３
３
１
３
２
１
　
子

月
月
月
月
月
月
　
女

１
１
８
３
３
８

１
１
　
　
　
　
　
　
一名

年
年
年
年
年
年
　
６

５
３
３
２
６
７
　
１

５
６
１
２
２
２
　
１

和
和
成
成
成
成
　
子

昭
昭
平
平
平
平
　
男

寮生数 (平 成 28年 4月 9日 現在 )

年 2 年 3 年
/_t
口 計

男 子 14 14 16 44

女 子 26 23 23 72

合 計 40 37 39 116

生活。学習委員会

食事。保健委員会

1月 31日 寮食 堂新築

-46-

定 員



び及徒生

。
るヽ
　
　
　
　
理
理

て
め
　
　
理
理
管
管

立
努
　
　
管
管

の
の

を
に
　
　
活
動
備
品

画
持
　
　
生
行
設
備

計
保
　
　
の
の

。
・

る
の
　
　
徒
徒
設
具

す
果
　
　
生
生
施
教

岬初　　一
一

管
と
　
　
理
　
理

全
施
　
　
管
　
管

安
実
　
　
全
　
全

なヽ
　
　
安
　
安

導
滑
　
　
の
　
の

指
円
　
　
活
　
境

全
の
　
　
生
　
環

安
育
　
　
校
　
校

教ヽ
　
　
学
　
学

鋳学ヽ校　　∫一

安
り
　
育
導
理

び
図
　
教
指
管

及
を
　
全
全
全

健
進
　
安
安
安

嘲脚　一一

お
健
　
　
全

的
に
保

　

安

校
の
　
　
校

目
学
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学
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俊
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崎
田

山
吉

長
長務辞　鏑

事
教
　
鯖健保

＞
＞
＞
＞
※
＞
き
＞
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＞

平
美
浩
治
治
佳

つ
範
也
美

良
勝

一
栄
栄
李
さ
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徹
正

藤
後
　
橋
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峙
好
尾
村
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事
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校
教
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保
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学
学
学
Ｐ
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長
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校
員

学
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２

安全計画 と安全管理

・池 田教朗・碇矢真 由 )

事故発生時の処理経路 (緊 急時 )

) 学校 内

3

(1

報告

連絡

(緊急の場合 )

―一一一連絡一一――

連絡

(緊急の場合 )

(必要に応 じて養護教諭添乗)

報告

指示 報告

指示

指示

生
口
一不

報
指

寮 (家庭 )

関係医療機関

教育委員会等

関 係 機 関

生
徒
指
導
部
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教育委員会 (道 )に報告

(2)

5 安全点検 につ いて

口貝
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・全職
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点
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＜

の

や
日
め

速
検
た

は
点
る

ど
全
作

な
安
を

所

境ヽ

箇
尚
環

き

ｏ校

べ
と
学

す

こ
な

善
る
全

改
す
安

Ｌ
思
　
ヽ

し
留
り

慮
自
あ

配
各
で

で

検ヽ

か
め
点

な
た
な

の
る
的

活
せ
質

生
さ
実

の
立

の

日
成
め

毎
に
た

は
常
ぐ

検
を
防

占
繕
％
に

全
環
然

安
全
未

の
安
を

外

故ヽ

ｏ

内

い
事
る

舎
行
は
あ

校
を
＞
で

理
回
日

蟄
』
］

監長． 生
監長． 生

簾

絡

の

。
舎
舎
等

連

へ
任
＜
＜

て

の
署
担
導
導
だ

へ
防
＜
指
指
手

関
消
絡

の
の
の

機
び
連

ヘ
ヘ
ヘ

療
及
の
徒
徒
止

医
署

へ
生
生
防

係
察
庭
当
の
発

関
警
家
該
他
再

こ努め、。御幡ｍ颯」い岬鰈

つ
　
ち
視
用

工ヽ
で
用
生
の
検

に
　
保
巡
使
聴
て
外
使
は
物
点

全
　
く
ず
の
難
じ
科
の
業
刃
の

安
育
る
え
械

応ヽ
教
等
作
の
等

の
教
明
絶
機
弱
に
の
械
る
械
械

育
科
は
は
作
色
度
等
機
げ
機
機

教
芸
室
中
工

程ヽ
動
作
掲
作
作

科
工
習
習
型
視
の
活
工
に
工
工

教
＞
実
実
大
弱
そ
部
は
次
○
○

ｌ
①
　
②
③
　
①
　
⑤

６

＜

るす二思留

ｏ

に
と

。等
こ

る
ど
る

め
け
す

努
や
意

に

留ヽ

止
焼
に

。
。

防
燃
点
る
う

故
全
の
す
行

育
事
完
下
管
を

教

不ヽ
以
保
管

習
し

ヽ

てヽ
保

実
意
火
て
け
た

科
留
引
い
か
せ

庭
に

ヽ
つ
を
わ

家
頓
際
に
鍵
あ
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整
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い
に
に

及
理
い
扱
所
質

育
整
扱
り
場
性

教
の
り
取
な
の

科
台
取
の
全
品

理
習
気
品
安
薬

＞
実
火
薬
○
○

２
①
②
③

＞
＞

急
急

緊
緊

＜
＜

等検
導
点

指
の

全
備

安
設

る
災

け
防

お

ヽ

に
検

活
点

生
の

校
路

学
経

の
　
ヽ

他
所

の
場

そ
難避ヽ

間

ヽ

時
織

憩
組

体
災防ヽ

動
＜

活
項

一
冽
‐をい
③

辞航
阻
量

着嘘
贈
釦
Ⅸ

証
い
つ
研

齢
湘
颯
眸
¨

を
蹴
刺
と
励

昴珈
Ｄ未然刷物

駐
〓
らヽ

／を
群

項
日
検
部
事

事
検
点

るヽ

る
点
全
事
す
項

す
全
安
行
関
事

容
関
安

の
校
に
な

内
に
の
備
学
災
要

の
理
回
設

防ヽ
必

画
管

１

科ヽ

他ヽ

計
全
間
設
教
火
の

全
安
月
施
各
防
そ

安
＞
①
②
③
①
⑤

１

４

＜

導』
日全安のム

項

一

事
ル

る
ム
　
導

す

一
会
指

関
ホ
習
る

に

講ヽ
す

育
導
全
関
導

教
指
安
に
指

全
級
通
物
別

安
学
交
薬
個

＞
①
②
③
①

９
“

携連
携

項
　
の
連

事
　
と
の

る
動
等
と

す
活
署
等

関
の
な
不
Ａ

に
会
警

Ｔ

動
員

Ｐヽ

活
委
署

ヽ

織
健
防
庭

組
保
消
家

＞
①
②
③

３

点
ｒノ
内
日
サ
ｒ′‐

〓思留
①
②
③
①
⑤

の設 定 と実施

(該 当担任 )

寮 内

教 頭

寮 監

舎監長 生徒指導部長

必要に応 じて、全職員への連絡情幸Rの収集 (事実の確認 )

教育委員会 (村 )に報告事故の内容調査
状況等の正確な把握

学校の方針を決定
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させ る。

期 し、学校 の被害 を最小限に防止 し
とす る。
とす る。

き
しくは これ らが予測 され る とき

必要に応 じて訓練 を
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○
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＜

を
　
　
　
　
　
者

導
　
　
　
ｏ　
　
発

指

　

ｏ
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ヨ
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シ
備
配
　
す

の
　
理
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整
に
　
立思
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デヽ
と
切

。注

安

。に
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検
適
る
に

うヽ
も
コ
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す
特

せ
行
と

なヽ
な
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は

さ
に
と
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考
に

解
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る
状
十

をヽ
目

理
十
す
康
に
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差
種

く
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握
健
前
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の
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良
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把
の
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能
運

　

。

を
体
を
徒
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技
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る

容
理
格
生
ど
り
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す
　
せ

育
内
整
性

なヽ
よ
階
や

。さ

教
業
び

際ヽ
具
に
段
り
る
守

育
授
及
力
の
器
等
達
こ
す
遵

体
る
操
体
入
動
件
発
起
意
を

健
す
体
の
導
運
条
の
の
注
ル

保
導
備
徒
業
用
象
徒
害
に

一

＞
指
準
生
授
使
気
生
傷
特
ル

３
①
②
③
①
⑤
⑥
⑦
③
　
⑨

めたる図を

＞
　
　
全

施
　
　
安

　

　

　

Ｄ

実

　

　

の

　

ｏ
　
・つ

ｔ́
　
　
命

　

る
　
養

せ
　
　
生
　
せ
　
を

わ

　

　

　ヽ
さ
　
度

△
口
　
　
ら

。け
　
態

井
」
　

か
る

つ
　
う

日
　
　
害
あ
に
　
あ

検
　
　
災
で
身

。し

占
い　
　
た
練
を
る
力

全
　
　
っ
訓
力
せ
協

安
　
　
）
」全
能
さ
に

起
安
る
識

い

日
　
　
に
の
き
認
互

曜
　
　
的
め
で
り

ヽ
。

月
　
＞
発
た
難
よ
り
る

１
　
月
突
る
避
素
守
せ

第
　
０
て
す
に
平
を
さ

月
　
１
ぃ
難
全
を
律
解

毎

　

おヽ
避
安
制
規
理

＜
＞
月
に
ら
に
体
て
を

察
員
６
内
か
時
全
し
性

査
職
　
校
帯
生
安
お
要

理
全
国
学
地
発
る
と
重

管
＜
２
が
険
害
す
を
の

の
理
年
徒
危
災
対
動
止

物
管
＜
生
に
の
に
行
防

設
の
練
は
か
際
害
団
害

施
物
訓
練
や
実
災
集
災

火
険
難
訓
速
①
②
③
①

防
危
避
本
に

〇

理

に

間

き

　

人
口

作

。処

署

時

つ

　

集

に

０
る
な
　
部
　
短
　
に
　
　
く
　
ち

崚
渤
討
」
誹
　
報
　
躙
　
鶴
ｍ
　
け
い

てヵ、

暢

のヽ
な

っ
　

　ヽ
に
　
十
教
　
及
ら
し

・報
定
ら
知
　
し
　
ち
　
道
班
　
を
な
認

く
通
規
な
を
　
ル
一　
直
　
村
導
　
害
ば
確

置
に
本
ば
害
　
先

　

　ヽ
め
誘
　
危
れ
を

を
体
に
れ
災
　
を
　
時
　
た
難
　
に
け
無

班
全
か
け
常
　
長
　
た
　
の
避
　
徒
な
有

の
は
や
な
非
　
校
　
れ
　
全
は
　
生
さ
常

次
者
速
し
の
　
学
　
ら
　
安
徒
　
が
期
異

見ヽ

意ヽ
校

ｏは

。せ
　
の
生
　
行
を
の

め
発
し
留
学
い
報
う
発
　
徒
る
　
遂
全
徒

た

際ヽ
素
て
な
通
行
が
　
生
け
　
務
安
生

る
合
に
平

っ
ら
の
に
報

　

おヽ

。任
の

ヽ

す
場
態
う
あ
な
員
順
通
　
は
に
い
は
徒
後

組
条
条
条

一
一 早

舞
卿
郷

第

防火防災安全教育 について

自衛消防規定

第 6条

第 7条

第 8条

第 9条
第10条

第 H条

第12条

第 14条

１

２

３

を
的
り
き
と
若

全
目
お
と
た

ヽ

安
を
と
た
し
き

の
と
の
し
生
と

徒
こ
次
生
発
の

生
る
は
発
が
等

すヽ
合
が
災
水

し
期
場
災
火
洪

際
を
る
火
り

ヽ

に
全
め
り
よ
震

生
万
認
よ
近
地

発
に
と
内
付

ヽ

態
理
態
舎
舎
雷

事
処
事
校
校
落

常
の
常

り
非
そ
非
１
２
３

ロ
ハ

総
条
　
条

〓一
独
　
雛

一弟

きづ
　
　
。

基
　
る

に
　
す

表
　
と

担
　
り

。

分
　
お
る

織
　
と
す

組
　
の
呼

　ヽ
次
連

め
　
て
を

た
　
し
所

る
　
と
場

す

　
Ｊ
生

領

。は
常

要
う
報
非

練
本
行
警
ｒ

司

条
土早
１３

三
第

第
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9 自衛防災組織表

本 部 長
(校 長)

|

副本部長

防火

10 各室管理責任者一覧 (火 気管理責任者 )

指揮・通報連絡係 (◎教頭・山崎・横山)

〇日常防災点検 ○避難訓練実施計画
○消防署、警察署への連絡

○火災時の警報受理 ○避難、消火、搬出命令

蒲
―
時回いＬ
贄

避難誘導係 (◎碇矢 。池田・川崎)

○非常国の開放 ○避難者の誘導 ○避難者の確認、本部への連絡

搬出係 (◎辻本 。野本→
○重要物品の搬出 (校長室・職員室 。事務室)

初期消火係 (◎林 。三谷。澤口) ○消火栓 ○消化器 ○防火扉開鎖

救護係 (◎南波・押見・吉田。須藤)

○救護用品の携行 ○負傷者の応急処置 ○病院との連絡

警備係 (◎棚橋 。大原・川添)○校舎内外の警備

査察班 (◎教頭・全職員)○火気使用状況 ○危険物の管理 〇防火施設設備の管理

室 名 責 任 者 室 名 責 任 者

校 長 室 山 崎 彰 俊 22 造 形 演 習 室 須 藤 由希子

2 職 員 室 ・ 書 庫 西 後 勝 美 23 1年 生 教 室 崎 さつき

3 事 務 室 。印 刷 室 山 崎 彰 俊 24 2年 生 教 室 池 田 教 朗

4 湯 沸 室 山 崎 彰 俊 25 3年 生 教 室 碇 矢 真 由

5 職 員 ロ ッ カ ー 室 山 崎 彰 俊 26 生 徒
/_N

室 大 原 一 毅

6 多 目 的 ホ ー ル 崎 さつき 27 体 育 館 ・ 教 官 室 棚 橋 栄 治

7 公務補室 。ボイラー室 辻 本 博 美 28 女 子 更 衣 室 押 見 栞 奈

8 放送室・コンピュータ室 池 田 教 朗 29 機 械 加 工 実 習 室 野 村 幸 伸

9 月
ム

議 室 大 原 一 毅 30 材 料 庫 野 村 幸 伸

10 ロ
ロ

■
↑ 談 室 碇 矢 真 由 31 工 芸 準 備 室 川 添 龍 一

保 健 室 南 波 李 佳 32 組 立 実 習 室 川 添 龍 一

12 物置 。ダス トプール 辻 本 博 美 33 塗 装 室 澤 口 将 達

13 図 圭
曰

室 吉 田 香 織 33 塗 料 庫 澤 口 将 達

14 美 術 造 形 室 三 谷 佳 典 35 塗 装 乾 燥 室 澤 口 将 達

15 デ ザ イ ン 実 習 室 三 谷 佳 典 36 男 子 更 衣 室 棚 橋 栄 治

16 製図実習室・準備室 押 見 栞 奈 37 職 員 。生 徒 玄 関 辻 本 博 美

17 立
日 室 大 原 一 毅 38 ト レー ニ ン グ 室 池 田 教 朗

18 理 科 室 。準 備 室 林   一 浩 39 lF水飲み場 。トイレ 川 添 龍 一

19 調 理 実 習 室 林   一 浩 40 2F水飲み場 。トイレ 大 原 一 毅

20 被 服 実 習 室 須 藤 由希子 41 体散師詠飲税碁 トイレ 南 波 李 佳

21 教 材 室 林   一 浩
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11 各室の安全点検項 目
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改
＞
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壼
「
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れ
か
か
ク
　
適
る
集
ま

ｏ量
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は
は

足
い
し
ス
る
て
　
な
栓
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を
　
に

。　
て
て
な
灯
道
置

　

ヽ

がヽ

ｏの
　
い
さ
わ
る
る
や
　
は
き
難
は
か
正
保
　
容
屋

こ
抜
化
送
す

つ
　
は
元
臭
検
　
時
か
　
れ
れ
く
常
る
が
　
び
か
に
か
下
　
て
な
行
い
い
け
　
量
で
避
品
い
適
の
　
内
部

た
を
劣
放
動
ま
　
常

れヽ
点
　
宅
い
　
ら
切
置
非
れ
品
　
ひ
い
＞
い
軒
　
れ
が
に
て
て
受
　
残
用

物ヽ
な
て
物

。ク
い

の
卜
年

作ヽ
溜
　
異
り
漏
期
　
帰
な
　
破
は
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通ヽ
物
　
や
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子
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切
れ
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に
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ヨ
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す
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なヽ
チ
用

が
ン
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つ
ツ
に
　
動
源
で

一
か
３
ま
　
全
用
前
鳴

動ヽ
　
井
れ
机
れ
＞
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ご
掃
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整
チ
　
ツ
帯
さ
持
不
さ
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は
の
使

ト
コ
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は
イ
ト
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作
電
内
ラ
い

”
詰
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使
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は
は
可
　
天
割
＜
壊
み
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清
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　ヽ
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血
＞
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ン
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明
ス
ン
水

一
に
以
イ
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に
備
の
の
備
ル
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の
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はヽ
品
は
の
頓
が
内
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具
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埃
　
の
上
室
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備
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薬
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セ
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溝
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１
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火
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損
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室
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Ｅ
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帰
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帰
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＜
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ガ
教
ゴ
＜
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床
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そ
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＜
緊
暖
部
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＜

(3)

(4)

(5)

(6)
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平成 28年度 教育カレンダー 前期
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北海道お といねっぶ美術工芸高等学校
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平成 28年度 教育カレンダー 後期
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北海道おといねっぷ美術工芸高等学校
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